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「化齡 


W 宿 本 鄕觸」 と 比 Z かれた 丸い 巧燃ボ 、雨つ ゆの ょごれを 姑せ て、 晴い裘 ど ほり 
の茫の ひとところを 明かる くて らして をり まし」」。 

その 觀 から 掠 欄の 花が ち、 しもら とこが わ 色の 艦 粉を、 ところどころ こょし 


た嚴 ベい の 外にち らして、 五 口の 風は、 あたたか ながで ありました。 

せんたく：^ の 如が さんが、 ついこの 間の 卒業ぶ に、 講堂 VL み じみとう たつて 
別れた 唱歌を U 笛に 巧せ て 、 A ズボンの おを、 くるくると 元氣 ょく うごかしな ボ 
ら 、散り かかる 勝— 貧の 假 がの ドを、 ち リリん、 ちりちり りんと、， H 轉单 でと ほる 
さは やかな 夜 だとい ふのに、 す 宿の 二階では、 乂學キ 業 化で ある 化が、 わぶ ごろ 
から ふとんを 引つ かぶつた まま、 四疆 半のへ や V 、 さびしい 晩を かかへ たま ま、 
目を と ぢてゐ たので ありまず。 

巧には、 もはや 禪 もちり、 つばめ も 飛び かひ、 あり も 入れ かは りぶ ちかは り义 
を 巧て、 あたりの 明かる い 風景を なボ めて ゐる 円ボ 、な H つづき まずし、 ド 宿 W 
のを ばさん さへ も、 1 H 中ょ く 働く ふとつ たから だから 剌烹 荒を ぬいで 今 円は 
满か へた セルの ホ 物に^を あびて、 十と 八つの 男の すに、 水な と H の 丸 べんた う 


ドィッ人 お ホ 

を 巧 わは せて、 が， 贵灣 のど こかへ、 あさり、 はまぐりを とりに 巧つ たとい ふを 節 
なのに、 あは、 なんとしても、、 心さび しさに た へられな かつた のであります。 

しかし、 さびしい からと いつて、 この やうに ねどこに もぐりこんで ゐ ると いふ 
ことは いま 化が の國阀 から 何 彼 じつけ て その 偉大 さに 目を そそ ボれ てゐ ると こ 
ろ QH 本人が、 とる 態度で あらう かと 考 へたと き、 私は、 やには に、 ぼうぼうと 
のびた 髮を ふとんの 中から つき出して、 ばつと、 はわ 起きた のであります。', 
とこには いつた 時には、 まだ 障子を みかんを の回ボ そめて、 下宿の 中庭に 吹い 
た 巧 溜の 花 かげで、 かごの ひばりが、 びいち くと しきりに さへ づ つて ゐ たのに、 
いま H を さませば、 「 f 補本鄉 館」 と 書かれた 軒燈 が、 窓の 向か ふに ぼんやりと とも 
つて どこから か、 か 了 化の あまい かをりが、 しんしんと-鼻を うつてく るので あり 
ました。 


私は、 へやの 屯 燃を ともした のであります。' 

まくらもとには、 さつき、 ふるさとの かからと どいた 卷 紙の だい 手紙 力 また 
ひろげられた まま、 白くて らし 出された のであります。 

拜啓 

，お前は この 一二 月、 大學を めでたく 卒業 レて、 もぅ 二 箇月に もなる ボ 、東 巧で、 
いつたい 何を して ゐま すか。 — 

會社 、鑑 31 3； になる のなら、 り卡 くつと め 口を さがして、 そちらで 一人前になる 
の もと L . まち 氣 裳を つぐの なら、 一 H も；： ぃく、 ぷへ歸 うてく るが ょい。 學击な 
として、 巧が そんけい する わ 前は、 かぅ いふ 胃 葉を’ もちろん 知つ てゐる こと 
でせ ぇ . 


/ 


ドィッ人 お 八 

, (侧 かざる をはを ムぺ か.^ ず) 

いま H 本人の すべてが、 ムを 一つに して、 戰 場に、 或は 銃後に、 わ のれを すて 
こんかぎり、 はを くひし ばつて 働いて ゐる とい ふのに、 わ 前の やうな 若い をが、 
ただい. たづら に、 ぶらぶらして ゐる とい ふことは、 このさい、 不忠、 不ぞ のか 
ぎりと、 わ 前の 巧は、 老 の；：：： に淚が 出ます ぞ。 

大學を 卒業 すれば、 A はや 學费も ひつえう のない こと ゆえ、 わが \ さんと さう だ 
ん のうへ、々 後は いつ さい をらない ことにき め ま した 。 ■ 

したがつ て、 このの ち、 を錢 k のこと で、 他心’ 縱 にわ 前が ごめいわくを わかけ 
しやし ないかと 思 ふと、、 心配が また ふえる 一み です。 こちらは わぢ いさんを 初 
め みな 兄 姑て わの わの の 化 事に、 朝から 晚ま であせ 水を ふぐ ひ まもなく 働. 
いてなる から、 お前 も微を くれぐれも 大切に して、 人閒 とう まれた からによ、 


こゎ 力ら さき、 何を なさなければ ならぬ かを、 よくよく わ考 へのう へ、 円本 臣民 
としての はづ かしくない せきにんを わと りく ださい。 

わがが 八 庭のと き、 思 ひわ こせば、 小學 校へ 乂學 する R の 朝だつた、 がが のは 
かまを をく しあげて、 しつ かりと 庭先に 做 免た なしの めばえ、 いま ボ まつ 白い 
化の さかり だから、 一ぺん なに 歸 つて くれば よいが なと、 んんボ はで 化を あ ふ 
ぎながら、 私は いま 思うて ゐ る。 哥 より 

おは、 ず 紙を 贿 手で わし. いただ W て、 幾 回 も、 幾 回 も 頭を さげた のであります。 
そして 母は いつもい つも 私の ことを ム 配し、 さとし、 はげまし、 年 ごとに、 幾 
す 力の - c : 巧を 頭に ちらちらと まして、 うまれた 家へ もどつ て來 .なさい と でんでも 
ら^る。 ああ、 すみません、 ずみ ません と、 私は 胸を つかれる 思 ひで わびな ボ レ、 


ふと：：： をと ぢて 、はるかに 速い ふるさとの 山 州を 化 ひう かべた のであります。 

うまれ 故鄉 二一 重睐桑 おの 叫が 松 平 巧 十一 巧 おの 城 T のぶる みを と t のへ 
て、 東に 巧 逃 川の 淸流 をな せながら、 まぶたの 中に ょみが へつ でが たので ありま 

しち • 

春は、 木 曾 山脈から とけて 流れる 雪に 水かさを ました 巧 架 川は'' 木 曾から くだ 
るが のりの 歌を ひね もす 水に ひびかせて、 町は、 つみあげる" 槪 のに ほひと 、 W 
力る いひ ざしに みちて ゐる のて ありまず。 

が あとの ほとりに、 を％ 名物し ぐれ はまぐりを 翅る ささやか なわが 家の が ドに 
は、 小手を かざして 弼 親が、 雪え や、 雪 夫 やと 逆い 郝 巧の 唯を さしまわいて、 わ 
いたう しろを を兒 せて ゐる ありさまが、 ちらちらと、 とぢ たまぶ たに あらょ 叫て 
來 たので あ A ました。 


をは 目が しらに あふれて ホた あつい ものに ふとな がつ いて、 こぶしで こすり あ 
げ ると’ どこかで. ふいに、 ほととぎすの 聲が きこんた ので あります. 

見 あげる と、 わ ぼろな 月が ある ばかりで、 その 巧の どこかで、 また 1 聲 きこえ 
をので ありました’ 

あ、 ほと とぎず が 鳴いて ゐ ると、 がは E 心は ず 口に；； 山した とき、 ふるさとの 少年 
の 日に、 拇斐 川に のぞんだ 城 あとの 松林で つかまへ た、 ほととぎすの ひなの こと 
をな つかしく 思れ 出した のでを ります。 

巧逛 川は お先にな ると、 そのみな もとの* 棘* ケが やまは りの 山山の 雪が とけて 流 
れて 、ごうごうと 促 術 川と 合し、 が 川.^ うちあつ て、 町の が 化に ある こけむ した 
がみとの おがを^ にしぶ きを 立てながら、 が 勢 ゎ聲に そそぐ のであります。 

ある 晚も ，化は 大ザ いの 遊び 友 だち と、 ぼうきれを ふりまは して、 谭 いき^て 


みちた 城 あとのが を かけ まは つて ゐ ますと、 とつがん 目の前に 何 か 落ちて きて、- 
ぴしゃり つと、 大地に われた ものが あこので した。 

なんだら うと なれば、 二' 一ニ ミリ も ある 大きさは すずめの 卵に よくに た、 んび 
茶を の关 しい 卵が、 うまごやしの 化の 上に、 むざんに もく だけて、 小さな きみが 
流れ出して ゐ るの でありました。 

巧 あれん 。 i 

と、 私は 頭上を な あげます と、 校を 入れ まじへ た ぉ円樂 若葉の 椎の ミつ 义 になつ 
た 場所に、 小 烏の すが 見えて ゐ て、 そのす の、 もう) つ 卜-の おのと ころで、 うぐ 
ひすが、 けき よ、 けき よ、 と 鳴いた ので ありました。 

わ わ、 うぐ ひすの 卯 だと氣 がつ いたが は、 大 いそぎで、 あたりに かくれて ゐる 
敵、 巧ち の义 だち にげび かけた ので ありました。 


『わ一 い、 みんな 集れ、 うぐ ひずの 卵が； 火 か > レ がちて 來た ぞう。』 

『どれ、 どれ、 どこ だ あ。』 

と、 たちまち、 木 かげす、 地に ふして、. どん どこ どんとり でつ ば 〇 をが つて ゐ 
たぶんたちは、 さ^:^に一兀氣ょく、 .ほうきれを ふり かざしながら飛んで來た のであ 
り ま I た。 

‘ 皆は、 いたいたし くわれた 卯を まづ とりかこんで、 それ か.^/ ま丄 のこず えを 
を ふぐと、 うぐ ひずと、 そのず をみ つけたので ありまず。 

『うぐ ひず だ， j 

『うぐ ひす だ。』 . 

『誰か、 とれ*^-^。』 

『よろし。』 

一、 巧のを ょり 1 一二 


と、， のみに 巧つ けたおは、 何 かせを にんを 盛 じて、 すばやく 椎の 木に ょぢ のぼ 
つて、 うぐひすのずに近づ^^たのであリました。 

うぐ ひすの すは、 芝 毕や小 ざ さの かれ 葉な どを ょせ 集めて 出 來てゐ て、 出 人口 
が 横に ありました。 

なかを のぞ <卜 、巧は まだ 一二 個の こつて ゐて 、しかも 卯から かへ つた ばかりの 
ひな 烏が 一羽、 大きな 口を あけて、 泉を はこん V くる 親な を げんて ゐる のて あり 
ました。 

私は、 そが ひなな を そつと つかみ 出す と、 猜 物の ふところに 入れて、 まもなく 
家へ 歸 つてが たのであります。 

『わがさん、 わ 巧さん。 うぐ ひすの す どもを つかまへ て來 た。』 

『まあ、 まあ、 かはい さう に。 どこから とつて 來 ました。』 . 


『城 あとの、 がで つかまへ た 。 i • 
『そんなが へつつ こんで わいたら、 化んで しま ふ V はありません か。 早くに がし 
て わ やりなさい。』 

『いや だい。』 

『かはい さう に、 うぐ ひずの わ 巧さん が、 を ちら こちら 鳴を ながら さボじ まは ツ 
てゐる V せう に.』 

『いや だい。』 ‘ 

『あなたが、 もしも わるい 人に つかまつて、 わう ちへ 歸 して <れ なかつ たと した 
ら 、どうします。』 

私は、 だまつ てみ たのであります。 

『そのと きは、 わがさん は 叫 中を さがし まは つて、 それでも あなたのを がな. んな 

一、 邱 のをょり -お 


ければ、 こんどは 巧变 川の そこにまで もぐりこんで、 あなたの 名を 呼びつ づけな 
がら そこなの 一つ一つを とりのぞい てまても さがし まは ります ょ。』 

がは なに、 うぐ ひずの か 親が かはいう うにぶ はれて 來 たのであります。 

『それ ぢや あ、 夕方に なつたら にがして あげる。』 

『では、 ザく ざるに でも 入れて、 ごはんつ ぶで もやつ て ごらんなさい •』 

化は 巧いだ いどころへ 飛び こんて 大きな 巧ざる をれ つてえん がは へ來 まず 
と うぐ ひずの で を かぶせた ので ありました。 

ひな 烏は、 しばらくぶ おな く 横た はつて ゐ ましたが、' やがて、 いきなり、 ばた 
ばた と 羽ばたき はじめた の V ありました。 

巧は、 えん ボ はに 腹 ば ひに なつた 私のう しろ か， レ、 その やうず を じつと 化つ め 
てゐ ましたが、 しば， レく 3 後に、 はてなと、 なを かしげた のであります。‘ 


謹 夫 や、 どうも これは、 うぐ ひずの 子では ない らしい。』 . 
『なぜ、 わ 母さん。』 

『わな かの ない ところは よくに てゐ ますが、 背中が 黑 いし.； •お 一、 あさぎ 化の、 
あのうぐ ひすを をして ゐ ません もの 。 J 

『だつ て、 う C ひすの ずに ゐ て、 まだ ほかに も、 えび 茶化のう ぐ ひすの 卯が 一二つ 
もの こつて ゐ たもの。』 

『うぐ ひす に よくに てゐ 斗ず ボ とう も嗚き 難がず る どい しも 一 - ^ う ^ ~ ^ たら こ 
れは 、ほととぎすの ひなか も 知れません よ。』 
n ほととぎすの 子。』 . 

『どうも さう. ぃしい。 ほと とぎず とい ふなは 自 みで ずを 造ら どいで、 うぐ ひずの 
ずへ むみの 卵を よくう みつけて わく ものです 。 J 


ドィッ 人形 -八 

『どうしで、 そんな ことを する の。』 

『ほととぎすは、 わる かしこい 鳥です。 を々 の 卵が を も だもう ぐ ひすの 卵に にて 
ゐる ことを 知つ てゐる もので ずから、 うぐ ひすの 親の るずに、 ろぐ ひすの すへ 
うぐ ひすの 卯と なら ぺて自 みの 卵を うみ わと して わくので す。 すると、 そんを こ 
とを、 いつかう 氣づ かない 親う ぐ ひずは、 どれ もこれ も 皆り みのが だ、 それにし 
ては 少し ばかり 大きな 卯が. 一つ まじつ てゐる くら ゐに思 ひこんで、 一生 けんめい 
に 卵を かかへ て あたためる のです。 すると、 ほととぎすの 卵は、 うぐ ひすの 卵よ 
り も 早く ひなに かへ る 卵です から、 ひなに かへ つた ほととぎすは、 親う ぐ ひすの 
愛を 一人 じめ しようと 思つ て、 うぐ ひすの 卵を みな 巧 中で 外へ わし 出して、 こは 
してし まふので ず*! 

もは、 びつ くりした ので ありまず。 - 


『ほんと、 お母さん •』 

。ほんた うでず とち そして ほと と ぎす の ひなは うぐ ひず 3 截 かは こんて くれ 

m 

るえ を もみ ひとりでた ベながら 大きくな つて、 つ ひに どこかへ、 すだちして しま 
ふの. です 。 J 
『おどろい たな あ 。 J 

『 V すから うぐ ひすの 事を、 ほととぎすの 假 親と いふ 別の 名前まで もつ いてむ 
るので すよ *1 、 

おは 母の 請を きいて、 うぐ ひすの 親 や、 その 卯に ひじ やうに 问棉 したの •て あり 
ました。 そして、 夕方に なると、 ほととぎすの ひを を ふたたび ふところに 人れ 
て、 この 小さな わる おを どの やうに ばつし たらよ いもの かと、 巧斐 川の ふちじぶ 
つて、 をが からの 夕 やけ かを ながめて ゐ たので ありました" 

一、 巧の たより 一 か . 


ク ぐれ 巧の 巧斐 川は、 ことに 歡 のれつ が つづいて、 がの リボ たくみに うず 义い 
竹ざをにあやつられて、 いくつもいくつも、 椅巧が木曾からがまれたまま' 川卜^ 
か はこばれて は、% 燕に 出て、 が 勢 舞への かつてむ くので ありました。'- さう 
だ、 この ほととぎすを、 な 流しに してし まへ 1 かう 化 ひついた がは、 ち やう ど そ 
のとき、 ニメー トル ほど さきへ あや' つられて 来た 巧に， 问 かつて、 いきなり、 ぱつ 
と、 ひなを 投げつ けたの であります。 

ひなは、 巧の h にょち ょちと」 んち あがつ て、 びつ くりした やうす であたり をな 
まは k たま ま、. 夕 やけを を まつ ホに そめう つした 川下へ、 速 < 遠く. 谈 のりの 歌 
とともに 流 かさつ たので ありました， 

なつかしい 少年の n の、 今は がの やうな 化 出から、 ふと われに 歸 つた 化は、 し 
かし どうを へても、 ふるさとの あの ささやかな 父 かの 店、 名物し ぐむ はまぐりを 


巧る こんの のれんの ドに すわつ て、 物见お 山の 旅人に、 あきな ひを しとうとは 化 
はな かつた ので ありまず。 

と诗 つて、 また、 つとめを しょうと いふ 氣 にも なれな かつた の' て ありまず。 
何としても、 このまま、 この 乂 都が 柬 ぶの 啤 の' ド にしん ばう して おに かじり 
ついても なしとげ ろければ ならない. ねが ひは、 一流の 人 おつくりに なつて、 祖闽 
H 木の 子供たち に、 外闽に まけない すぐれた わ人妝 をつ くり あたへ ると いふ こと 
が、 をさない 巧からの、 化の たつた 一つの のぞみな ので ありました。 

2 雪 願の 旅 

『蘇 W くん。』 


居ぃ .J 

『君は ホの 子みたい なやつ だな Vi 
『どうして 。 J 

『大を 生の くせに、 わ 人形 ばかりへ やに かざりたてて、 ょろこんで ゐる やつが あ 
る ものか^ 

ぶ だち から、 化は ょく かう 言 はれま L た。 

また. かろ. 音 はれれば 言 はれる ほど、 わん 職が 持つ、 あの やさし さ、 あの 美し 
さ、 あの あどけな さを 感じと る ことが が ホない 人たち が うらめ L く 思 はれて 
一そう 强 くわ 人形を 愛しいた はる 氣 持が、 私には もりあがつ てがるので ありまし 
た。 

ですから 化のへ やには、 もう 巧に あまる R 本 や外网 のす ぐれた わ .< 形ボ、 いつ 


の 問に かな、 ぃび かざられる やうに れつて をり ましたし、' わ 人形の ことを しるした 
哉 物 も、 毒" 娜 から あふれて、 かべ. の 前に 山を きづいて ゐる ありさま なので ありま 

す 

私の わ 人形ず きは、 離で もが さうて ある やうに やはり をさない 巧 力ら てし 
たが、 ムを かたむけて 硏究を 始めた のは、 大學の 銀ぶ 並木の 下を 四 巧な 大學帖 子 
を かぶつて、 くぐる やうに なつてから のこと でありました。 

さいしょ は、 わ ひな 樣の ことを しらべ 始めました。 

そして、 わ ひな 機と いふ ものは、 いろいろな 災触 や、 厄 病を、 化たち 人 問の， か 
ボ はりに なつて、 引きう けて くれる 大切な 役 円を 持つ てゐる ことを 知つ たので あ 
ります ♦また、 それを 作る 人たち は、 いづれ もム みを きょめて、 わ ひな 樣の .円み 
をと とのへ、 榮 にも、 ホ 裳に も、 こまかな 注を をはら ふとい ふこと でありまず か 
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レ、 なるほど あたちの 祖母 や 巧が、 わ ひな 巧を たいせつに とりあつか つたわけ 
も、 ぅな づ かれて 來 るので あります。 

わ ひな 操の つぎに、 こんどは、 ホい 昔の わ 人形の 硏 をを 始めた ので ありまず。 
たと へぱ 、略峨 人形と いつて、 巧 都の 隧峨 地方に 名人が ゐて 作り 巧した わ 人が 
のこと とか、 あるひは、 ホ 裳 人形と いつて、 ずがと 宵と が 木 ほりに なつて が 総を 
ぬり、 その他は を澗 鹿の子な どの、 その 巧のは やりの きれ ぢを 化つ て ホつ けを し 
た わ 人形の ことと か、 な 政から くり 人形と いつて、 今から 二げ 年 ほど 前の 览 化の 
巧に 出來 た、 でに ささへ たを を、 k げたり ドげ たりし \ ー ホく わ 人形と か、 その 化 
レろ いろし レへ ましたが それ^^を一 一がいてゐては、 をぅてい、 きリがありま 
せんから やみまず が、 とにかく わ ひな 巧の こと も. ぃ；： いわ 人が のこと も、 とぅの 
おにん 八 形す きな 人たち がしら べつく して & て、 おは、 ただ その 巧 巧の 深さに 感 


ム ずるょり 方法は を かつた ので ありました。 

これでは ならめ と、 こんどは、 .り 木を 國の そのた 化 ± 地. て 作^れて ゐ る、 鄉止 
人形の 硏究を 始めた のであります。 - 

しかし、 この 师究 は、 どろしても 一。 へん その 地方へ 出かけて’ その A 地の 人情 
とか、 化 攫と か、 習慣、 風俗を し レべ て わくこと ボ必 がで あると 感じた ので、 あ 
る 時‘ おはを 校のを やすみを りょぅして、 §-が、 伽が. ITi 、 靖觀 などの 取 化 恥 化 
へ 旅に 出かけた ので ありず す。 . 

化 化 地ぶ は、 どこも かしこ も、 はげしい 吹-等で ありました。 

福な の 町で も、 仙廣の 町で も、 私は 續 にたた かれな が レ、 一が 一巧 大姐 のがみ W 
さんの のを 下にた つて、 そのが、 带ザ 巧り 货 女中 ボ平 遊びに 化つ て わくり 物にし 
たのが 始 りと いふ、 溺が 化の、 胸 かし 上を がで 化つて 窠 紙に さした、 おが 扔お姉 


於を 買つ たり、 ねろ ねろ ねんね ろ、 ねたら ばねず みに 引かれべ い、 起きた‘ レ 
ゎ麟 にさら はれべ い、 とい ふで お 岭が菌 かれた 紙に くるまつ てゐ る、 木 ぼり の 赤 
ち やん をせ おつた、 みやぎ 牌 人形を ごがしたり、 その 玩具の 歷史を おさきの 御ち 
人から、 ゐ ろり ばた できいた りして、 降りしきる 绽 にが 皂 のん りを うづめ なボら 
夫いた の V あります。 そして、 龄が齡 の捣ホ 町と いふ 所に がいた ときの ことで あ 
ります。^ は： 化に たつて ゐ て、 す の 十五 H の霉 は、 び ゆう ぴ ゆうと かき あれて、 
ーメ ー トル 先 も おんない ひどい 化： 請で ありました。 - 
私は そのは げしい 舉 のために 班に ミょ つて、 町は づれの ザに 出て しまつた ので 
ありまず。 

ぶを たづね る じ もぶ はな < 、ぼんやりと 路 のまん なかにつつ とつて、 達に とざ 


人に つきあたられ たので ありました。 

『あれん。』 

と、 向か ふ も、 こちら も、 びつ くりして 類を 見合は せる と、 その 人は、 頭から 
あごへ 雪よ けの 黑い ふろしき をず つぼり とかぶ つて、 わらの 雪ぐ つた、 かすりの 
もんぺを はいた、 十 レ、 八 歳の 娘さんで ありました。 — 

私は、 ち やぅ ど 幸 ひと、 お 指へ 歸る 遊を たづね ますと、 その 人は、 夜间 にも 美 
しい 円と 口 もとを 雪 あかりに 見せな ボら 、都，!^ のな に、 じ ゆん じ ゆん と 路を敎 へ 
て くれたので ありまし も。 

そのと キー、 その 人の 巧 じかついで ゐた 大きな 包の かげから、 わらた ばに さされ 
たを 美しい わ 人形の 顔が、 ちらちら といく 木 もの ぞいて ゐ るので、 がは、 ふとた 
.づ わたので をり ます。 


ドィツ人 形 こゾ 

『それは 何んで ず か。 わ 人形さん の やうで ず わ。』 

『さう でず。 中 コア ネコて す』 

『串 コア ネコ、 めづ 、レし レ も 人形て すね』 

『ふだんは ない もの でず。 正 巧に だけが のうちで こしら へて、 町へ 賣 りに 出す 物 
でず 。 J 

『一つ、 私に も黃 つていた だけません か。』 

『もう 寶れ のこつ た 品です から、 ほしければ あげ ませう。 晝 からこの 雪に 降られ 
たの V 、 すこし ぬれて ゐる かも 知れません が。』 

『けつこう でず。』 

もゴ’ ホの さきに ニ センチ ほど。 が - v つくられた 串 コア ネコと いふ、 わかつ ぱ 
やわち ごま ザに した、 美しい 巧 人形を 大 ホに 外食の そこ ふかくし まふと、 その 人 


も 秋 s 片 & なか Q 、 震 Q 路を わかを 《であり ましち. 

を へら わたと ほり 町へ もどる と、 雪は やや 小 降りに なつて、 宿 席へ まがる 路ば 
/ド ーつの 雪 室が 巧に 入つ たのであります。 それは なさ ニメ — 5 ■ル、 はば も 同 
じほ どの、 かまど 形を した もので、 巧からは、 ちらちらと 軍 蹄に あかりが ゆれて 
ゐ るので ありました。 

はてなん ミぅ との ぞくと、 その 雲の 巧には、 取がん にお 爾梭が 祭た て、 そ 
の 良 も ドの こへい やわ 供物な どが かざを てら ふそくの かボ 叢ん に 赤く ゆれ 
てゐ るので ありま」 た。 そ」 て、 そでなし® はわり を 為た、 もんぺを の 一二 人の か 
の 子 力む しろを しいて セ 船の 乂をか ミながら、 あど ほりを ながん ミミ 
バ- ありました。 

祀は そのめ づ f ごい 将 おちし ばらく 謹の 前に 葬を あびた まま ミホつ てを 


ります と、 モ 化たち は、 、 
『わ 水の 神 おに、 寄進して 下さん せ。』 

と 呼びかけた のであります。 

化は、 巧から この 地ぶ にが 狐 水が とぼし かつた ことを 知つ てゐ ためで、 この や 
ぅな わ 祭が、 いつのまにか、 子どもたちの 閒 に化來 たの だな と夕 へま L たので、、 
いくらかの わを を 水神 檢に そな へます と、 モ 供たち は、 私を 雪 室の 巧へ まねいて、 
ゼ赃 にか けられた わなべ の 中から、 あつい 廿测 を、 茶婉 になみ なみと ごちそぅし 
て くれたので ありました。 

これは、 鄕止 人形を あつめに 山た、 が 化 地ぶ の 旅の 一つの ぶ 巧であります が、 
この 鄕十 一人 形の 硏究 も、 今 さらにが がしら ベる まで もな く、 やはり、 いろいろと 
りつ ばな 本ボ あらは されて ゐ たので、 がは' いつたい どんな わ 人形を 硏究 したら 


よい もの かと、 ほと ほと こまつて しまつた のであります。 

そこで ある 日、 祇 はを 校の 庭で、 池の 触が ぼ I んと化 下' て はねあがる 築山に ね 
ころんだ まま しみじみとぶ へたので ありました。 

R 本の わ 人形は、 みな 白みたち H 本人の ずに よつて、 けんきう が 終つて ゐ るが、 
.それでは、 外 國のわ 人形の ことにつ いでは、 どうな つて ゐ るの かしら、 これを け 
ん きうした H 木 人が あるの かしらと 考 へたと き、 これ だ、 これ だと、 ひざを たた 
いて よろこん だので ありまず。 

『わい、 わい 森 巧 くん、 何を そんなに よろこんで ゐ るの だね。』 

と この 时 うしろ々 ら聲を 力け る 者が あるので ふり もくと 卜 もの 玉" を 力 
相 か はらず ふとつ た體 にまん まるい 顏を にこに こと させて' ホつ て & るの て あり 
ました。 

-、かのちより ご 二 ， 


『おわぶ 川 くん、 僕は 新しい 硏尧に とりかか るょ。』 

忌ん の 硏兔ゼ ね。』 

『こんどは、 外 國のわ 人形 だ。』 

ぶ 川 巧 3 .、しばらく りを まるくして、 おを 見つめて ゐ ました ボ 、やボ て どなる 
やぅに 言つ たの. て ありました。 - 

『君は、' ri-ilil 口が には、 人形、 人形と いふが、 そんな ものを しらべ をげ て どこが 
國 家の 利益に なるとい ふの だ。 君は 頭の いいく せに、 人形の ことになると、 やや 
氣巧 ひじみ てゐ るな。』 

『さぅ か、 それは 中し わけがない。 だが 君は、 これからの 円本の 子供に、 ますまず 
必 .典な ムボ まへは なんだ と 思 ふ。』 

『それょ、， けみ をず てて、 闕 のために 役立つ ぶ 尘の粧 刺を やしな ふこと だ それ 


と：！： 時に、 たくましい 體を きたへ る こと だ。』 

『さう だ、 その 通り だ。. そしても 一つ、 ひろびろとした、 ゆたかな ム 、言 萊をか 
へて 章" へば、 大きな 愛を 持つ た 人間を つくる ことが、 かんじん なの だ 。 i 
『もちろん、 大きな 愛は 必 嬰な こと だ。 ことに これからの H 本人は 支那を 愛し 
支那 人を 愛し、 撇洲を 愛し 滿洲 人を 愛し、 アジ ャを 愛し アジ ャ人 をを さなければ 
ならない の だからな。』 

『さう だ。 その ひろびろとした、 ゆたかな ムをイ 供のう ちから やしな ふには、 
づわ 人形が 必恶 なの だ。 わ 人 おとい ふ もの. は、 人間を 形どつ たちので あるか ら- 
お 人形を かはいが ると いふ ことは、 人間を 愛ず る ことになるの だ。 君は、 この 
つぱな H 本を つくりと げた ものは、 いつたい 誰 だと 思 ふ。』 

『それは 僕らの が 親 や、 祖父 巧 や、 祖 ♦先の 人人 だ。』 


ま 
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『さう ゼ 。その 人たち は 皆、 遠い昔から、‘ 桃の 節供 や、 離ん んの 節供と いつて、 子 
どもの. 頃から、 わ 人形に したしんで 來た 人たち はかりな の だ。 だから 日本人は 人 
をを する 氣持 ダか閱 人な どより よほど 强く わたが ひボ がよくく らし あつて 來を 
からこ そ、 この やうな りつぱを 國と 、すぐれた 日本人が 出來 上つ たの だ。 すぐれ 
た H 本人と いふのは、， 扫 みを すてて かかる 武 十一の 糕 神と、 たくましい 體と 、大き 
な 愛を 持つ てゐる もの だ。』 . 

『なるほど。』 

『そこで、 僕は H 本の わ 人形の 硏究を 初めた の だが、 これは 皆、 わ 人形ず きな 人 
たちが しらべつ くして ゐ るの だ。 そこで 外 网のわ 人形に ついて 巧究 をし ようとな 
ふの だが、 どう だ。』 . 

『さう か、 よし、 では 大いに やれ、 わしは、 もう 何も 音 はん。』 


玉 川 君は、 ずしん ずしん と豁 "山を わりて 巧つ たので ありました。 

私は その R から、 ひとま づわ 人形から ム をはな して、 外闕 語の 勉强を 一、 心に 初 
めた のであります。 そして 永い 月日 ボ たつを 後に、 いよいよ 外 國のわ 人形の こと 
を 書いた が闽の 書物を とりよせて 硏を にか かりました。 するとつ ひに、 化 巧で い 
ま 一恭 有名な わ 人形つ くりは、 ドィツの ケ I テ •クル I ゼと いふ 夫人で ある こと 
を 知つ たのであります。 

おのへ やにた くさん かざられた 一か闕 人形 も、 この 巧から 次第に あつめられ たも 
ので ありました ボ 、ざんねんな ボら 、クルー ゼ 夫人の 作品は、 かげ 一つ さへ もな 
かつた の •でを りまず。 

また この やぅに を 岡の わ 人形が かべの 网 方の たなに 少しづつ 数を まして 行けば 
行く ほど、 私の 也を びし りび しりと がつ てく る ものは、 クルー ゼホ 人の わ 人形が 
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ない とい ふさび しさで ありました。 

.ある 時、 もぅ 巧に 秋風が さや さやと 渡つて、 人人の 碍や幢 でに、 街路樹の 落 震 
がか さかさと 音を たてる 夕 ぐれ、 化は、 かなりつ かれて 下宿に もどつ たので あり 
まず 

ほこり まみれの くつを ぬいで、 げた 箱につつ こんで ゐ るが のをを 見て、 さつき 
から 教 離ん の 喊聲 てまち かまへ てゐ たらしいで おの わ ばさん が、 聲を かけた ので あ 
iSV ま 

『森 旧さん、 あなたは この頃 ひじ やぅに つかれた 顏 をして ゐ なさる L 、 それに、 
いつも 巧が ついてから もどりな さるが、 學 校では、 いま 時み まで 勉强ボ ありな さ 
るの かね 。 i 

『いいん、 円货 店へ ょつてく るので ず 。 J 


『な 円です か。』 

『さぅ です。 一 ' 

『どこの 巧 巧 店 •へ 巧き なさる わ 
『柬巧 中の V す 。. II • 

『へん 一。 がな 中の 巧 巧 店べ。 なん ぞ かは つたなで も ありな さる か。』 

『わ 人形を おにむ くので す。』 

『わ 人形なら、 へや r はいじ、 あなたは 持つ てゐ なさる ではない か。』 
『クル I ゼのわ 人形な のです。』 

『へ、 なんです か。』. . ■ . 

『クルー ゼと いふ、 ドィツの 夫人の 作つた わ 人形を さが L に 巧く のです .J 
『その 人形に、 なん ぞ贺 物で も かくされで ゐ なさる か。』 


/ 
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『いや だな あ、 を ばさん。 その 人の 作 つたわ 人形と いふのは、 ちム つと 見る と、 
いかにも ぶつき らばう に出來 上つ てゐ るが、 見て ゐれば 見て ゐる ほど、 わ 人形を 
通して、 人間と いふ ものを 愛さずに は ゐられ ない 氣持 がわき あがつ て' つ ひには、 
なて ゐる 人に りつぱな 人が を あたへ てし まふと いふ、 化 巧に すぐれた わ 人形な の 
です よ。』 . 

『そんな ふしぎな 人形が あります か、 まさか 生きて ゐる わけでは あるまい し。』 

『を ばさん’ わ 人形には、 みんな 靈魂ボ あるので すよ。』 

『へん一、 たまし ひボ ね。 いや だよ 森 田さん、 わつ かない ことを 言つ て —— 』 

『いや、 ほんた うでず よ。 僕が 元氣な 顏で歸 つて くれば、 へやの わん 形は、 み’ ん 
なほ ほんみ なボら 飛びつ いてく るし、 さびし < もどれば、 どの わ 人形 も、 うな だ 
れ たり、 なかには 锁を 向いて、 そつと 淚 ぐむ もの さへ もあります よ。』 


『森 巧さん、 森 田さん。 ちとつ と 詰を まつて くださいよ。 がは もう 二度とは、 あ 
なた の わへ やへ さ うぢには いりません よ。 をく きみ ボ惡 い。』 

『これは、 わ 人形 をん からかは いボ つて ゐる 人で なければ 、ぜつたい にわかる も 
のでは ない のです から、 大丈夫で ずよ、 を ばさん。』 

『逢 魔が 時の、 巧の 灯と もしお だとい ふのに、 こは い 話を きかせて さ、 からだ ぢ 
ゆう ボ、 ふるえて くる ぢや ないか。 さあさあ、 電氣を 明かる くと もします わい ， I 
へやに かざ つたわ 人形から さへ も、 がは これ だけの 感じを うける ので ありまし 
たから、 それだけに、 どうしても 一度な たいのは 、世界一と いはれ る、 クルー ゼ 
夫人の わ 人形な ので ありました。 

ことに、 雁が がに 雁ボ わたつ て、 東を の 夜ち にも ひどき は流虽 が：：：： だつ 巧から、 
十一 巧、 十ニ パの 季節に かけて は、 外閱 船が 白い マストに 王祕や 二百 巧の がを ひ 
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ら めかしながら、 クリスマス 用の わ 人形を 船ぞ こいつ ぱいに して、 太で がの 波の 
向か ふから^ あるひは 南ま那 海を 渡つて 入港す るので、 東な 市內の 货 店の わ 人 
形 だな にも、 日 ましに、 その はなやかな 數 がふえ ていく ので ありました。 

萬 一、 その 中に クル I ゼのわ 人形が まじつ ては ゐま いかと おへ ば、 とても 化 3 
學 校と 下宿へ つづく 道 だけを、 街' 復 して ゐる わけには いかな かつた のであります。 

. 8 クル— ゼ \ 形 

晴天に、 梅の 花が に ほひ 搜が がきました。 

巧のを に、 こほヴ ぎが 嗚き 、しもが わりました。 

そして、 一年、 二 年と たつた のであります。 

おは その あ ひだ、 町の ほこりと、 あかに ょごれた 學生 服で、 毎日 こんきょ く肯 


貨 店から 巧货 巧を のぞきまは つたので ありまず が、 つ ひに クルー ゼ 夫人の わ 人 お 
は 何一つ H 本には 來てゐ ない ことを、 知つ たのであります。 

なせ 來 ないかを しらべる と、 この 人の 作 おは、 化が 中の わ 人形ず きな 人人が、 
目の色を かへ て ほしがつて ゐる もので、 クルー ゼが 一つの がしい わ 人形を つくり 
はじめた とい ふしら せが、 風の やうに つたは つて さへ も、 地 巧の すみずみから、 
注文の でんぱう やず 紙が、 そのり つばな おやしきへ、 山の やうに とどく とい ふこ 
とで ありまし たから、 外闽 人形を 硏究 する 人の まれな H 本へは、 たうて い、 海を 
わたつ て、 はるばると ホるな ではな かつた ので あリ まず。 

私は’ もうす つかり あきらめて、 ただ 書物の 上の 硏宪で なぐさめたり、 雄の 作 
品と も 知れない もので も、 すぐれた わ 人形が 目に とまれば 巧 ふとい ふやう にして、 
巧 巧 店から 巧 巧 巧を めぐつ てゐ るう ちに、 だんだん 外网 人形の いろいろな ことが 

一、 切のを ょり 巧 十 
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わかる やうに なつて きたので あります。 たと へ' が、 このむ 人形は ヨ t ロ ツバの 物 
であると か、 アメリカ 勘で あると か あるひは それらの 國の どの 化 方て つくら 
れた 品で あるかと いふ こと さへ. も わかる やうに なつて ホた ので あり' ました。 

『あら、 また あの わ 人形を ホさん が 來てゐ る わ。‘ 

『どれ、 あら ほんた うだ。 どうして あんなに お 人形 ボ すきな の。 てせ うね。』 

『子供の ころ、 きつとう ちが まづ しくて、 犬張子 も、。 てん •てん 太鼓 も、 何一つ 持 
てな かつた 人に ちが ひない わ。』 

『さうよ。 かはい さうな 學 生さん。』 

さいしよ のうちは、 人形 部の み 店員さん も、 こんな かげ 口を きいて、 がのう し 
ろから、 よごれた 學生 服を 指さした もので ありました ボ '.ながい 月 円を、 雨の H 
も 现の日 も、 とこと こと あら はれて は、 {爲 生を したり、 時には】 つ 二つと 質つ て 


かへ る ものでした から、 いつが えに か、 どの； 囚货 店の 人たち も 化と したしく なつ 
てし まつた のであります。 、 • 

そして 人形 部では、 產 地の わからな いわ 人形 や、 あるひは、 どれく らゐ のね だ 
んを つけて ょいの か、 けんたう がつかない ものが 巧には いれば、 それらは 1 ホな、 
おに レち もうた つねて 力ら ちんれつを する やうな こと も、 たびたびを つたので 
をり ました J 

昭和 十一 一年 セ 月 セ H 、 とつぜん、 獻渝齡 に ひびきわたつた 縣 P ら 、支が 事變 
がま きわこつ たので ありまず。 

日本 國 おは 一億 すべてが 、がつちり とくんで 敵に あたり、 政府 もまを わ 金が 
外國に 流れ出る ことを 禁止した ので、 外 國のわ 人形は、 セ ロィドの キユ |;£,ッ 
卜 一つ さへ も、 つ ひに わが 國 へは 來 ない ことにな つてし まつた ので ありま f 。 


私は、 今 こそ ル國 人形に かは るた 人形を 自分 ボ つくりあげて. 祖閣の 子 化たち 
にあた へる ときでは ないかと、 胸を もやして、 その 製作に とりかか つたので あり 
まづ 

それには、 まづ、 H 本の わ 人が が 持つ あのず みきつ た 美し さと、 外 閥の お 人形 
が 持つ あの 明かる い 美し さとを とりなは せた、 一つの お 人形を つくり 出す ことに 
巧 力した のであります。 しかし、 悲しい ことには、 一年た つても、 二 年た つても 
おこは それだけの お 人形を つくり 化す ことができな かつた のであります。 

それは、 今までの 自 みの 硏 をが、 ずべ て わ 人形に できあがつた 品に ついての、 
ょさ わるさの 硏究 ばかりで ありまし たから、 さて 自 かがは じめ から 一つの わ 人形 
をつ くる ことになると、 どぅやつ て どろを こわたり どんな ふぅに 胡が をと かし 
たり、 どんなぐ あ ひに n 舆だ ちを ととのへ たらょ いもの か、 ただ 幸 •こつく はかり 


であり ましを。 

私は. つくづく なみのう かつ さに 腹を たてたり •あ もれ かへ つたり して、 搬假 
を 巧げ すてて しまは うかと 思つ たことは 數 知れない ほどで ありまし たが、 これで 
はな レない、 こんな ことでは、 いつその こと、 どこかの お 人形 柏さん へ 弟を 人り 
' をして、 はじめから 小 ぞうさんに えつて、 しんけんに 學 ばなければ いけない と、 
ある U 、 とうとう 了 巧を とび 化して、 巧の お 人形 おさんへ 巧 かつた ので ありまし 
た。 

町には、 十二 巧のから つ戚 が、 び ゆう ぴ ゆうと 吹き まくつて をり ました。 

なを 巧く 人たち は、 その 風の 中で、 もうあと 一週 邮に せま つたわ 冗 巧の したく 
物な どを 封 ひととの へて、 いそいそと すれちが つて 巧く ので ありまず。 私は、 ふ 
と ホち どまつ て、 ああ々 口は、 くれの 二十 五 円で あつたの かと、 うつかり して ゐ 

i 、 巧のを ょり 巧 お 
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た 日を ぶ ひ 出した のであります。 

二、 二 革い ぜんなら、 今 円 あたりは どの 巧货 店に も、 フランス 人形を はじめ、 
いろ とりどりの 外國 人形 ボ 'ずらり と 陳列^* U 人目を 引きつけ てゐる クリスマス 
の 日では ある ボ 、いま 陶を あげて、 大ぶ亞 建 殻の 戰 ひを つづけて ゐる このと き、、 
国 巧には どんな わ 人形が かざられて ある ことか しらと、 ひさしく 行かな かつた 巧 
货 おの 方へ しぜんにと ことこ、 おが 向かつ てし まつた のであります。 

來て おます と、 銀座 ど ほりは、 人の 波で ありました。 

遠い 化 U 、 がたち のゎぢ いさん や 父親 ボ '化-化の かくごで 戰 つた、 をの 矿淸 、日 
I 路 W 上の 戰 ひを いまつ づけて ゐる このまつ ただ 中に あつて、 盛 祀二千 六 百年の 元 
旦 を、 あと 五、 六日-てむか へる H 本网 巧たち は、 きりり つと しホム のなかに も.. 
それぞれ、 奉祝の したくを ととのへ てゐ るので ありました。 


ふと 仰^を H の 空に、 宮城の そと ぼ 4 からで もがた のでせ ぅか、 白い か 息が 二 
二 一巧、 いまだ 避 國な來 敵機に けがされた ことのない 帝都の ま-^ を かがやきながら 
飛び かつて ゐ るのを ながめながら、 私は 今 さらに：！： 本國 民に 生まれた ありがた さ 
に陶 をつ まらせ て、 むみは みを 粉に しても、 わが 國のモ どもたち を りつぱに そだ 
てあげる だけの、 すばらし いお 人形つ くり 師に ならなければ、 皇 恩に むくいた て 
まつる ことは 巧來 ない と、 かくごを きめて、 しづかに 巧 貨店 のかい だんを のぼり 
はじめた の-てあります。 

ひさしぶりに、 人が 部へ 〔ルを 入れた 樂 しいし ゆん かん、 がは、' いきなり 棒ぶ ち 
になつ ていきを のんだ ので ありました。 

たな 一 ばいに かざりたてた 数千の お 人形の なかから、 さつと、 一つの か 人形が 
祗 のりに とびこん V 來 たからで あります。 それは、 クリ — ^たのゆりかごに人れ 

一、 切の たょり 巧 セ 


られ た、，；！ い 鑑 着に くるまつ た金髮 の ホん 巧の わ 人が でありました。 

おは’ るが い經驗 から、 ず ぐれた お 人形は、 かならず わ 人形の 方 か. ぃ 私の ぉの 
なかに とびこん •て來 る ことを 知つて ゐ たの •て、 胸を はずませて かけょつ たので あ 
y まず 0 

ゆりかごは、 白い てんじ やうから 技く さげられて、 灭 使の やうな を さな子が 一 
、、す やず やと、 やすらかな ねが ほを 見せて ゐ るので ありました。 

ほほを みを たたへ た その くちびる、 あどけなく とざされた その まぶた、 たきで 
ゐる やうな 金髪、 しかも か二亟 の やうな ほほに、 ゆたかな 血を さへ もうかべ た あ 
りさ まは、 たうて い、 これが わ 人形とは 思へ る ものでは な < 、見て むれば をて & 
る ほど' 胸に、 何 かすみ かボ やく 神神しい ものが やどつ てく るので、 私は 火き な 
おどろを に 打を 山た まま、 円を まるくして、 しばらく そこに 棒を のんだ やうに ぶ 


ちつく して ゐ たので ありまず* 

ああ 自 かが 今の 今まで、 よりによ つて 集めた 巧に あまる わ 人形が、 たばに なつ 
て も わよ ばない この 一つの 作品は、 いつたい 誰の 手になる もの V あらう かと、 私 
は感 きは まつて を身ボ がくがくと、 もはや ふるへ て來 たので ありました。 

外闽 人形は、 まちが つても 輸入され ない 戰ひ のまつ さいち ゆうであります。 で 
は、 どんな H 木 人が これを 作り あげた もの か。 ふうむ、 ふうむ と、 私は うでぐみ 
した まま、 うなりつ づけて ゐ たのであります。 

『であ、 こんにちは 、しば' レく ですな あ。』 

と、 このと き、 顔な 知りの ち 化 お質さん が、 こみあ ふわ かあさん や 子供ち ちの 
うづを わけて、 近づいて ホた の V ありました。 

おは、 われに かへ つて、 あわてて たづね たので をり' まず， 


『この お 人形は、 いつたい どこから がた、 誰の 作品な のです •』 

『さあ、 それが 誰の 作 か、 どこから 化 入れた もの か、 さつぱりわからないの V す 

もし I . 

『なせ •です。』 

『きの ふ、 倉庫の すす はら ひを したと ころが、 物置に なつて ゐる第 四 倉陣 から、 
ほこり まみれに なつた 飽の 中から 出て がた ものです ょ。』 

『ふうむ。』 - 

『ム 「かざつ たばかりで、 まだね だん もつ けて ありま せんが どれく らゐの もので 
せう かしら .J 
『ふうむ 

^ ょく 出が てゐ ますが、 うなる ほどの 品物です か。』 


- 『さう. でず •じつにす ばらしい わ 人形です。 家の たからに だる ほどの なです •ち 
よつ と 俊に だかせて 下さい。』 

おは、 ず ざは りの よい、 まつ 白い 產着 にくる まつた わ 人形を しづかに だきあげ 
たを の 時、 ふたたび、 わ どろき の聲を あげたので ありました。 

ホに ふれた ものは、 ありふれた わ 人形の あの ひややかな、 がが のない つめた さで 
はなく、 二 歳ぐ。 ゐの體 藍と、 しかもを みに、 ホん 巧の あたたかみと、 ゆめをみ 
る やうな 乳の かをりを ただよは せた ふしぎな お 人形で、 まるまると とざされた 指 
先の 一つ一つを そつと ひろげれば、 その や はら かな 指先に さへ も、 小さな 力と、 
あたたかみが ひめられて ゐ るので ありました。 

おは、 天下に、 これほどの わ 人形つ くり 師ボゐ たので あらう かと、 日本の わ 人 
がつくの 人 や、 化が の あおな 人形師に 考を めぐらせた とき > 

1 、 切の たより が I 


『クル I ゼだ あ。』 

と、 いきなり、 自か でもび つくりす る ほどの、 聲を あげてし まつた ので ありま 
す。 あたりの 人たち は、 何事 かと 私を とりかこん 'で 巧つ て ホた のでした。 

おはもぅ 夢中で、 その 人たち を 目に も 入れずに、 わ 人形の み 裳の なかから、 足 
のさき までを、 一也に しら •ベ はじめた の •てあります。 そして さいごに、 小さな 足 
のぅら に 目が 及んだ とき、 そこに クル ー ゼと ホい ホボ つつまし 乂 ぬひ こまれて あ 
つたと き、 おは、 はりつめて ゐ たを みの 力が いつぺんに ぬけて、 ほつ と 大きな た 
めいきを ついて、 だきしめ たお 人形を、 ふたたび 見つめた ので ありました。 
『ク^-- ゼ だ。 やつぱり、 クル— ゼ だ。』 

『いい 物です か。』 

『すばらしい、 ず ばらしい。』 


f ねだんは、 どれく らゐ につけたら ょい 品で せぅ か。』 

私は そんな ことに 答へ る ひま もを く、 たのしい わ どろを に ひたつ てゐ たので 
り-^*^ 

『りつぱ だ、 じつにり つば だ。』 

一森 出さん、 ねだんは —— 』 

『さあ 化界 中の わ 人 惨ず きは、 何で 同 出した つて この わ 人形は ほしがる こと V 


『いまどき、 千圆 とい ふやうな、 そんな ばかな ねだん もつ けられません し'』 
『いや、 これほど すぐれた 物には、 ねだんの つけ やうがない のです。 千 脚で も 
千阁 でも それは 黃る ねだんで はない のです。 ク^ I ゼの作 おのた めに、 クル I 
ザ のこの ず ばらしい わ 人が のた めの、 わう ちな の •てず。』 


城のを 
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『•ては 森 田さん、 一で 圆 な.！'、 あなたに 貫つ ていた だけます か 。 j 
みが まぐちに、 そので みの 五の わかね さへ もない がで あリ ました。 

『とても、 とても だへ ない。 ほしい けれど、 ほしい けれど —— 』 

『では、 化 入れが お + 闕 ぐら ゐ V せう から、 まあ 六十 圆と V もつ けて、 かざつ て 
わき ませう。』 

『そんな、 そんな ばかな ねだんを つける のな、 レ、 僕は これを かかへ て、 その まど 
からにげ だしまず よ。 ごらんなさい、 この わ 人形は、 ぜ .いたくな では ありま をん。 
よくな てす さい、 人 問の' 心に う L な ひかけ た 美しいた まし ひを りんりんと 引き あ 
げ る^が あふれて ゐ るではありません か。 あるた はこれ をみ て、 なんの 感じもう 
けません か。』 ， 

『いや、 それが ふしぎな ことには、 この わ 人形に 非常にん を ひかれて 、これ. て 叫 


五间 のぞきに がる わけ. てす が、 こんな ことは‘ 十 何年 閒わ 人が を とりあつ かつて 
來 ました ボ 、' はじめて のこと. てす。 さつきから、 じつに ムボ はればれ として、 化 
の 中が、 あかる < なつた やうな 站 がして & るので ず。』 

『それです、 それです。 この わ 人形の 力に ょつて、 あなたには、 いつそう 入 間を 
愛し、 仕 ザを 愛し、 ムボ わきあが つて 來 たからで ず。；. 

ジーは、 とにかく、 千圆 と. て も、 二 千圆と V もして わきます ボ 森 巧さん あな 
たは、 六十 閒 なら 引きと つて くれまず か。』 

『六十 即—— 六十 間。』 

おは とびあが つて 菩ん だのであります。 そのし ゆん かん、 こんどは、 胸を 氷の 
やうに つめたく させて しまつた のであります. ’ 

千 間で も、 ありがたい ねうち 化 ある わ 人 お - V はありまず' が、 祇 は、 巧 月 ふるさ 


との 贿 親から、 しぐれ はまぐりを 實 つたわ づ かな 金 幾を いただいて、 學 校へ かよ 
つてむ るみかな の •てず。 どうして 今 さらに 六十 闡と いふ 大金を、 べつにを つてく 
ださいと いふ 當 一曲を、 がと つた 兩 親に 出す ことが 巧來 ませう。 これは なんとして 
も、 寸 ベての ものを せつやくして、 これ だけの 金 鈴を つくり 巧す 方法を とらな け 
れば なしない。 それには 今までより U 上に ずぶ くろを、 くつ 下を んり まき 
を、、 これ。 の すべてを けんやくして、 な 月 十圆づ つが 金を すれば、 かがには この 
すぐれた 化が 一の わ 人形が 白みので にはい る ことになるの だ。 よし. よし、 よし 
と、 私は 力 いつぱい こぶしを にぎつ てかん をした ので ありまず。’ 

『封 ひませ う。 しかし、 今 すぐにと いふ わけには いきません から、 六 筒 巧 ほど 巧 
つてく ださい。 かならず 僕が も。 ひまず。』 

t ィ しとうち しました、 ふだん わ 世 訊に なつて ゐる森 巧さん のために 、•ては、 六箇 


巧 間、 も 一が お 庫へ しまつて おき ませう。』 

『ありがたう ありがたう。』 

大ぜ いの 人 园の中 V 、 がは ち 化さん のず をを がむ やうに 弼 ずで にぎり しめたの 
でを ります。 そして、 弟子入りを ずる わ 人形 おに 向かつ たので したが、 そこの ご 
ま 人は 旅に 出た ままい つかへ ると も わからる いるすな ので ありました。 

がは その 口から、 ずぐ にみ えとて いさいでして ゐ たんり まきを やめる ことにし 

■ 

ました。 その 円 一口は、 何 か 首 もとが.‘ からつ ぽ になつ たつめ たさを 感じました 
が、 二、 一二 日口には、 もうず つかり なれて しまつた. ので ありまず。 

つぎに、 てぶくろを ぬきとりました。 これ も その 日 1 H 、 からつ 風に さらされ 
た ホを が、 みしみ しといた みました が、 やはり 二、 111 H の 後には、 へいきに なつ 
たのであります。 


ノ 


トィッ 人形 お八 

第一 二番：：！ に、 たびと 外套を ぬぎました。 これ も > んリ まき やて ぶ < ろと 同じ こと 
で あつても なくても ょい ものて ありました 

私は、 今 ま. ての 自分の ぜいたく さに おどろいて、 まつた くな さけ なくなつ てし 
まつた 货 •でありまず。 

元氣 さかんな 學 生には、 んり まきと か、 たびと か、 てぶくろ とか、 外 奪な どと 
いふ ものは、 ム がまへ 一つで をく 必嬰 のない ことを、 はつきり 知つ たから バ、 あり 
まづ 

私は その 信な を もつ て、 すべての ことに 巧 力と、 せつやくを つづけました。 そ 
して、 つ ひに！： 巧、 學 校を そつげ ふした 時には、 四十 圓と いふぅれ しいげ をが 化 
がた のでる りました j 町 かどの 郵便局の 入口 V 、 ちり かかる 搜の 巧び， り' を あびな 
がら、 辟を 帐を ながめて、 がは つくづくと 考 へたので ありまず。 円みは々 まで‘ 


) 


兩 親の 恩を 感じて、 一つぶ のお义 さへ も そまつに したわ ぼんはありません が、 な 
ほその 上せつ やくを すれば、 これほどの 大 をが、 浮き あがる もの かと 氣が ついた 
時、 銳 後の H 本を せわつて 立つ 國 巧の】 人と して、々 ま V の 行 ひに、、 心からは づ 
かしい 思 ひで 顔を ホく そめた の でありました。 そして、 あと 二十 圓 とい ふところ 
へ、 ふるさとの 母から さきほどの ホ 紙が 來た のでした々 ら 下宿の ふとんに くる 
まつて、 つ ひ、 ためいきを ついて ゐ たので ありました。 (はたらかずに、 ぶらぶら 
せる 者は、 不 を、 不孝の モ なり。) 

がは、 母からの 手紙を いくく わい も 胸の そこで あぢ はつた のち、 やには に、 こ 
しかけて ゐた まどから、 すつ くと 立ち あがつ たのであります。 

ょうし、 やる ぞ。 こんない ぐぢ なしの H 本 男子で どうす るか。 こんな ことで、 
明 H の 新しい 世界を つくりあげる 祖國の 子供たち に、 火き な 愛を うえつける 人形 


ドィッ人が ホ 0 

つくり 師 になるな どとは、 とんでも ないぶへ だ。 さいは ひ、 あ L たは 五 乃 五 H 、 
男の 節供 だ。 この 円を ふり かしに、 何 か 職業を なつけ 出して、 しつ かりとは たら 
かう。 まづ はたらいで、 それから すきな わ 人 おの 硏尧 だ。々 こそ 巧みたち は 誰も 
かれ もが 二人前の 化 革を して こそ、 はじめて お ホの 新しい 夜明けが つくられる も 
のな の だ。 よし、 さあ こい。 ああ、 ふるさとの わとう さんよ わかを さんよ ど 
うぞ もうご をん なさつ てくだ さい。 クグ I ゼのわ 人形よ、 あなた ももう L ば.^ く 
しん ばう して 下さい。 と、 私は 天に さけびを がら、 L み じみと わ ぼろな りを なが 
めた の であります。 

II 娜の 化は、 あ ひか はらず こがねとの 化が をち、 レ/ \ とちし して、 わ 使 ひがへ 
りの せんたく おの 小 ぞうさんが、 U 巧を 嗚 らして、 じてんし やを ちり りんと ひび 
かせて、 ふたたび まど 下を 通つ てむ くさは やかな がで ありました。 


紳 のば りの 町* 
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を紀 二で 六 も 年 五 H ぶ H 。 

端午の 節供の 触 のぼりは、 をを の夕 常を か レから とまは して、 さつと 瞄 天に 吹 
きながしを ひるが へしながら、 乂柬 をのす みずみにまで、 はわ あがつ て & るの-: 
ありました。 

化は このり を、 新し < 生まれ かは つた 円かの 出發 H ときめて、 今日から 化の 中 
のけは しい 波風を 梁り きつで 行く 巧 かを ル さな 一つの かにた とへ て、 出發の 場所 
も、 かに ゆかりの あち 乂京驛 前の 日本 郵船 會 社の 八 階 だての 鹿 にを めた ので 
あります。 

度 上から おがを 遙巧 すれば、 玉の 宮居は 深深と がの みどりに お ほ はれて、 その 
後方は るかに、 富 ± 山は まだ 白銀の 雪を いただいた まま、 あたりの 山山を はら ひ 
なボ .ぃ、 ひときは くつき りと、 ひいでて ゐ るので あります。 

二> がの だ B の 和 ちご 


化は が H まで わ 人が w 外にな かつた とぼしい くらしを、 八-こそ 海の やうに ひろ 
びろ とさせて、 お~^から-!|^階へ いうい うと わり てがたの てあります すると 
前の らう かに、 (ドイツ •レンズが 會 - H 木 總代辄 店) と金 义ザ でぶ かれた、 まど 
ガラスが ふとりには^ つたの V ありました。 

がは、 なら ひわ ぼんた ドイツ語が すこしで も 役に ホつて、 萬 一 この 商を につと 
めしれ る ことが 巧 かたなら どんなに 幸脯な ことて あらう 力と ム ひなから のび あ 
がつ て まどの 內を のぞを ますと 數 人の H 本人と 二"！ - • ほどの ドイツ人 とが 
化を ならべて れつ しんに ペンを うごかして & るので ありました。 

おは、，：：： 分の お 持を 支店 おさんに うちあけて みょうと' ごめん ド さいと 育つ て、 
とび. レに f を かけた のであります。 

やが.' て あんない された 階の 應接 室からは、 はて L なくつ レなる 大柬 ぶの やね 


と、 むらさきた にか ボ やき 渡つ たおぶ 灣の夏 近い 海ボ ながめ レれ て が もな くが 
は そのへ やで、 たいかくの ょい、 りつぱな 口 ひげを つけた 支店を さんに わ 巧に か 
かつて、 自 をのね ボ ひを 語つ たので ありまず。 

『がは この 一二 巧に、 大學を そつげ ふした をであります。々 H までな がい 間、 兩親 
からいた だいた わかね V くらして がました が、 これからは 自 みでは たらいて 化 巧 
をして いき、 また いろいろ 勉强 もつ づけたい と 思つ てを りまず。 それには 職業を 
持つ ことが ひつえう なので、 化蒂を さがして ゐ るので すが、 八— この 蒂務 所の 前を 
通ります と、 巧さん がれつ しんに 化杂 をして を、- りれ るので、 化來 ますこと なら、 
自をも はたらかせて いただければ ありがたい ことと 思つて、 おねが ひに あがつ た 
やうる わけです。 がは、 ドィツ語を 話す ことと 讚む ことが、 すこし 出 ホます。』 
支店 おさんは、 たくましい ひげと 化る 敝で 、じつと 化の たいど や ふくさう をぶ 

二、 紐の ぶりの 耻 六 五 


ドィッ人 お 、 ち 六 

つめて & ましたが、 その n にぅつつ た 棘の ずがた は、 まことに みすぼらし いもの 
が ありました。 I 

ク凡1ゼ夫人のわ人おが買ひたいばかりに、 せんたく屋へも出さなかつた、 ょ 
れ ょわに なつた 學生 服に、 ホ靑 のる のぐ が こびり ついた ズボンを はいて ゐ ます。 
くつには くつずみ のかは りに、 巧の ほこりが 白く 化つ てゐ ます。 

頭には、 せつやくの ために、 とこや さんべ も 行かな かつた 髪が、 四方に こんが 
らボ つての ぴてゐ るの てあります。 

駐は その ありのままの すがたて ひざに 贿 手を きちんと そろへ たま ま、 しせ 
いを 术 しくして、 支店長 さんの ごへん じを 待つ たので ありまず。 

『では、 あなたの 學 校. て ドィッ語を をし へて をら れる ホフマン 化生を 知つ てゐま 

9 

一 _ » 〇 

寸 力』 • 


と、 とつぜん ま 店長さん は、 たづね たので ありまず。 

『はい、 よく 知つ てを ります。 ホフマン 先 化からは、 ことにした しくを しへ をぅ 
けて をり 夕 した。』 

『ホフマン をは、 私の 親友です。 ではし ばらく お特 ちく ださい。』 

支店長さん はさぅ 言つ て、 こつこつと 出て 行きました ボ 、やがて もどつ て來た 
ので ありまず。 

『たいへん わ 待たせいた しました。 彼は、 あなたを よく 知つ てゐ るとの こと. て 
す。 をな たは、 まじめな 靑 年で、 す C れたわ 人形の 硏究 家で あると 言つ てゐ まし 
た。 た.'、 あまりに 人が よす ぎる ので、 商寶を させても へたに ちが ひない し、 がの 
店で レンズを 寶る化 事を させる には 向かない とのこと です。 しかし、 H 水 人と し 
て 十み に 信 川の 出 ホる、 巧 巧 感の强 い、 りつぱな 男で あると 言つ てゐま L たから、 

二、 巧の ぼり S W •六 ± 


ドィッ人が 六 八 

この 事務所 ' V はた レいて いただく ことにし ませう。』 

がは なに 化 ダ ときん どきん と ― 1 て 來 た の で あ 〇 ま ず 

自 々の やうな、 ゎ 人形の 硏 光：^ 化' にはなん のとり え もない 人閒 は、 いつも 他人 
から、 かは りぶ‘ かは りぶ とげば ゎるば かりで、 はたらかう にも、 はたらかせ て- 
く れる銀 巧 會 社と いふ ものは どこに もない ものと きめて ゐ たのに、 まだ 屋上から 
诗メー トル もは なれない、 しかも 巧發 場所の 足 ドに あつたの かと 思 ふと、 あまり 
の ふしぎ さに、 しばらく はきょ とんと、 きつねに つままれ たやうな 顏 つきを して 
& たのて ありました。， 

やがて、 私は ただ 三 目 
『しつ かりは たらき ます。』 

と、 力强く 言つ たと きには‘ ぶ 店畏 さんは たばこに たを つけて、 ひげの かずに 


見ん る 口を にこに こと させで ゐ たむ-て ありました。 ’ 

『化 H 、 加は の 一人が めいよ ある H 本单 人と して 灭莖帷 下の わめし をう けて、 
たたか ひに 巧き ました。 あなたに、 そのの こされた 化と、 化 事を 引きつい でいた 
ゼ きませ う。』 

ああ、 なんとい ふ 化榮な ことで あらう 

『それから、 あなたの ふくさう と榮の おさは、 この 店には 向きません が、 なほし 
ていた だけまず か 。 j ‘ 
私は、 あらためて 白みの すがたを 見な ほしてから、 うな づい たので ありまず。 
『はい、 なほし ませう。 はたらかせて いただける とき まれば、 今から 床 おへ 巧つ 
て來 まず。 ふくさう の 巧は、 巧 給を いただ < H ま-て 待つ てくだ さい。 學 校を そつ 
げ ふした ので、 故鄕 のが 親に、 もはや 送金の しんぱいを させた くはありません。』 

11、 が のぼりの 町 ホ か 


『非常にょ ろしいた いど •てす。 では、 あの 店では たらく のです から、 その" 支た 腺、 が 
は 棘が さしあげる ことにし ませう。』 、 

と、 支店長 さんは、 巧 ポヶットから 大きな 赤が はの さつ 入れを とり 出す と、 い 
くな 力の 紙縣を おに にぎらせ たのて あります そして、 

『では 明 H から、 午前 九が までに 出勤して ください。』 

と、 故鄕の 父の やうに やさしく 私の かたを たたいて、 らう かまで 送つ て くれた 
ので ありました。 

ビルデ ングを 出た おは、 かの 內の會 社 街に そびえ 立つ 大 建築の 下に、 1 人 小さ. 
く 化ち つくした まま、 今日の 意外な 化來 ごとに しばらくは ぼんやり として 晴天を 
あ ふいで ゐ たのであります。 そして、 手の 中に しつ かりと にぎられて ゐる狐 断に 
氣ボ ついた ときに、 Ar'v」 らに支 お 技の ドィッ人に たいして、 これから •材 みが とら 


なけ 1 ゴ ならない 日本人と しての 巧 巧を、 いはほの やぅに 强く 感じて、 さつと 哨 
を 引き しめたので あります。 ， 

その 前を、 どこかの 國民學 校 一が 化の 速 足の れつが、 歌聲 をはり あげて 通つて 
行く の. て ありました。 

あを ぞら たかく . 

ひのまる あけて 
ああ ぅつくしい 
にほんの はたは。 

あさひの のぼる 
いき ほひ みせて 

二、 蛙の ばりの 町 •'M 


ドィッ人 お ち- 
ああい さましい 
にほんの はたは。 

男の子 も 女の子 も、 いちやぅ に そらした 胸ち 白いて めぐ ひと、 ホ組靑 組の 义 
いしを しを きちんと さげて、 二 巧 橋の A へ 元 おょく 進ん でれ くわつ は、 さは やか 
な 莉复の 風を がつ て、：：： にかが やきながら おく つづいて むくので ありました。 
そのと き ’ 

。をぢ さん、 何を ぼんやりして ゐ るんだ い。』 

と、 とつぜん、 すきと ほる 聲を かけられ たので、 がは びつ くりして、 そのれ つ 
を 見 まは しまず と 下宿 摇の 男の子が、 むらさき をのず ゐ とぅと、 はりきつ たリ 
ユック サックを 小さる かたに かけで 私の 前を ゐ ばつて 述リ かかる ので ありまし 


『おわ、 棘ち やん。 どこへ 行く の。』 

『をぢ さん、 遠 あだ ぞ 。 J 
『いいな あ昭ち やん。』 

『ぅん、 遠 お だい、 速 お だい。』 

と、 子供は さらに ホを ぶり、 足を あげて、 あたりの ビル デン ダに 燕聲を ひびか 
ホながら 遠ざかつ て 行く のて ありました 

がは それを お 送つ てから、 床屋さん へけ き、 ふくを 巧つ て 下宿に もどつ てが ま 
すと、 手の 中に-二十 脚と いふ 紙勝ボ まだ 殘 つて ゐ たので’ はつと クル I ゼのわ 
ん形 をを ひ 出して、 むち ゆぅで 刊巧 店へ かけつけた のであります。 




ill 




冷’ が 


ミ 星を 賣る會 社 




國民 服に 丸 ばう ずに なつた おは、 そのを H 、 戰 場に 出る、 むが まへ で 出勤した の 
で^^りま^^ 

私の 化のう しろには 

いのらぶ 5 ん •っや 13 み 5 こクの い〇 ? ちく.？ 

祈 巧 逃 長久 草 野 宗をお 

と、 筆で 大きく 書かれた 紙が、 かべに はられて あるのを 見て、 昨 円の 記は、 こ 
'の 机に ゐ たこの 人の ことで、 自 みは 今 その 巧され た 仕事を うけついで やる の だな 
と 感じる と、 おは ひざを そろへ て、 草 野 衆 巧 若よ、 攘田雪 夫が しつ かり 引きう け 
ましたと、 ムに ちかつ たので ありまず。 

. そのと き、 ム となりに 化を ならべた をい ドィツ人が 、はつをり としたり 本盐で 
聲を かけた ので ありました。 

『傑は ディ I ツエと いひます。 いつしよ の 化蒂 ですから、 よろし くわわが ひし ま 

111、 化を 巧る 巧が ミ 


『化 こそ、 どうぞよ ろしく。 どんな 化 事を したら よいので せう か。』 

『あなたの 化 事は. いづれ 是を苗 貝る ことになると 思 ひます。』 

『ん ？ 。J 

『この 店では、 ときどき 搔を賣 る こと も あるので す。』 

『最？ 星って あの 天に かがやく 星 •てす か 。 J 
『さう です。 きらきらと 出る 里の ことです。』 

あの 何 萬と いふ、 を 巧に きらめく 里を、 おは どんなぐ あ ひに 賣り さばい たらよ 
いの か、 これは 實に大 へんな ことにな つた もの だと わ どろき ました ボ 、ずぐ に、 
それは もを をから かつて ゐる この ドィツ人の、 明かる いい たづら にち ボ ひない と 
おがつ いたので、 


『まさか、 星を 賣る會 社なん てないで せう*』 

と がは 言つ たのて あります。 

『いい もこの 店は、 レンズの ほかに 星 も、 太陽 も. バも黃 る d でて なかなか 
おもしろい 滿寶 でせ う。』 

と ディ f ツエ 君は、 にこに こと 語る のです。 

私は すつ かりかたくな つてし まひました。 うまれて 初めての つとめが、 あを 寶 
る會 社とは、 をく 容易なら をい 化 事であります。 ’ 

『俊に 出 化る かしら。』 

『大ぢ やうぶ です。 しばらく 僕が 寶 つて ホき ますから、 あなたは その 聲 巧を とつ 
てくだ さい。』 

『事炼 なら 承知し ました。 盛を どこへ 寶 りに 巧く のです か。』 

己、 おを 巧る を 社 セ 


『新 閒邮 へです。』 

『新閒 社へ。 買つて くれます か。』 

『もちろん でず。 向か ふから とどけで くれと 注文 ボ あるく らゐ でず.』 

『ほう- — -』 

私は あいた 口が ふさがらな いとき、 化の 上の 電 記が ちりち りんと 嗚 つたので あ 
りました。 

、ディ I ッエ 君は、 すばやくを 話 器を 巧に あてる と、 H 本 語で 答へ たのであります。 
『はいはい、 さう •てす。 え？ 火 基で ず か、 ああ さう です か 乂 星です ね。 承 お 
しました。 では さつ そく、 わう かが ひいた します。 はい、 ごめんください、 さや 
うなら。』. • 

巧 話 器が、 がち やりと かけられました。 


『それ、 た 星の 化 文ボ來 たでせ う。 けつして うそは 言 ひません。』 

『な一 る ほど、 ほんた うだ。』 . 

私は、. いそい V へやの 巧を なまは したので すが、 だれ 一人と しで 今の 電請に ふ 
しぎ さうな 顔つきを して ゐる者 もな く、 巧 しんと しづかに ペンを うごかして ゐる 
ばかりで ありました。 

『ふうむ、 これは わ どろいた。』 

『どうです。 さあ、 苗け りに 斤き ますから、 いつしよ に 出かけ ませう。』 

『行き ませう。』 

私は この ふしぎな 蛹寶 をた しかめる ために、 ディ I ツエ 君と かたを ならへ でが 
へがた ので ありまず。 

外は 天の わくに も牆が あるかの やうに、 滯 くむら さきを に 晴れ わたつ て、 その 

ご I 、 ぶを 巧る を 社 夕一 


ドイッ人が 八 二 

^ から 二 一機の 軍用 飛 だ 機が 隊を ととのへ てあら はれた のでし ち デイー ツエ 君は 
小手を かざして あ ふぎながら 言 ふので あります。 

『 H ち ドイツ、 イタ リヤ 。この 兰國 にょつ て、 新しい 世界が つくられます。』 
『まつた くです。 ことに われわれ 日本人は、 アジ ヤ にを 責 作を 感じて をり ます。』 
『まもなく、 すべての アジ ヤ 人が、 R 本を 义 陽の やうに あ ふぐ 日が くるで せう。』 
『ありがたう、 わたが ひに しつ かりやり ませう。』 

『やります とも。 祖關 のめい ょと、 世 ホので 和の ために _ .』 

かたりあ つて 市役所の 横を 行く うちに、 せんとう 機は ごうごうと 頭上を 通りす 
ぎて、 义 むらさき のをの 奧 へきえ さつた のであります。 

『さあ ここて す。』 と、 デイー ツエ 君は ふいに 立ち どまつ て、 私を、 まつ 白い 大 
きな 建物の 內へ さそつ たのであります。 


四、 ゎ畫 のはな し 





む 

* ぶ 


ぞ L‘ / を ; ぶ ' パ懇 ぶ； V;- い 

': •お 如 


"今 V* 


.焉 表 


i . . S か禱 r /. 語 境 

- こ * ..、.一' ;,.. 

: . • : _、 免、 ? - . ./ . . 


钟疑 


.ご： 


夕 V 


じ も • 


r す も 

、 • >: が^ 


至 一- 


•占- 


ご > . r 


ん、 \、 


•-、 .. ； み 


か 


• こ . r^. 

象ぶ. 

- . う ..'. 

• / •• ? 


•V. 


ろ. ク 


' V..;' U. を， ク 




ぶ 養 


# 3r 
、.；• 


お 


-笑 


去).. . f . 

V - . •;r,，--.-- 

こ ♦ 


護ぶ.：： ぎ.... 每 ..V ぉふ 


f ■.‘ 

V' . - 


苗-". 

がむ... 

を、 


•t 户 


; V - •、•♦た 

な r — ミ 


苗 蒜；^^ 


..转 


■ v .^.. ぶ.. 苦 户；： た 
:- こ." ■•み 夕ごぃ 幸、.、 

f : ‘ .'V ‘ .--V'. .. .... 


' . ; な 
す', 良 


化は うでを 組んだ まま、 夜 か.- •を あ ふいで をり ました。 巧には 逮く 近く 大小た さ 
まざ まな 星 かげが、 大 東京の まよなかの 天を うづめ て、 がは その美し さに しばら 
くは ムを うば はれて ゐ たので ありました。 

その 時 や みのな かから、 ふいに ディ ー ツエ 君の 聲が 私の 耳を うつて 來 たのて 
あります 

『なるほど、 乂 星が あら はれません な。』 . 

がは、 はつと われに かへ ると、 いまじぶんが しみじみと ながめて ゐる U 也 唯は、 
ほんた うの 巧 巧では なく、 ちよく けい 二十 メ I 卜乂 ほど も ある てんじ やうの 巧ボ 
は に、 い ふ き か い か ら う つ し出さ れ た堪巧で あ つ た こ と におが つ い た の 
であります。 

天を 儀は 東を HH 斩閒 加の： 大文 館と いふ お附 だての まるい 一室に そな へて あり 


ドィッ人 お 、 八み 

まず。 そして まる てんじ やうを かりの 空と して、 そこに 太陽、 巧、 思な どのう ご 
きを-質 際と 同じ やうに うつし 出して、 みじかい 時間に、 むづ かしい 天文の ありさ 
まや 基のう こきな どを 手に とる やうに たやすく わからせ るを かいであります。 

また スキ ッチの あつか ひかた 1 つで、 ペンギン 鳥 やわつ とせいが すむ 藤 龄< のを 
も、 白く まの 子が 氷の 上で あそぶ 化 極の 空 も、 たちまち うつし 出す ことができ ま 
すし、 大 むかしの 空、 たと へば、 神武 天皇 樣のわ 弓の さきにと びが とまつた けの 
を も、 また これから さき 一 萬 年後の、 H 本の 島島に かがやく 星空の ありさま さへ 
も、 はつをり とうつ し 出す ことができる すばらしい きかいであります。 

私は 人が つくり 出した とは 思へ ない その 基を の 美し さに 感心しながら、 見场せ 
きのく らい 中に ただ 1 人 小さく こしを わろ して ゐ たので ありまず。 

まは りの かべには、 ひかげの ない 束を の 深 於の 大 建築物が くろぐろ とずみ 泉で 


をが かれて、 それを うしろに 見物せ きがい < へ にもぐ るぐ ると まるくつ くられた 
まんなかに、 五メ 1ト ルあま0 の大きなありボホちあボ つたやうなかつ かうをし 
た 天象儀が わかれて あるので した。 

ディ I ツエ 君は くわいち ゆう 電燈 をち かち かとさせながら、 天象儀の 首に あたる 
やうな ところを ねつ しんに しらべて ゐ ましたが、 やがて 
『これで どうです か。』 

と、 聲を あげたので あります。 ' 
『やを、 出ました、 出ました。』 • - 
と 言 ふ 事務員 さんの 聲 に、 が も 目を みはると、 人間が すむ とつた へられて ゐる 
火星が、 星の むれに ひつ そりと をら はれて、 大 星小盎 のかげ をぬ ひながら しだ 
.に 化を へ 近づいで 行く ふ— しぎな ありさまが ながめられ たので ありまず。 

巧、 なをの 口 わし 八 セ 


私は その美し い 大空のう ごきに、 またたき もしないで 見とれて ゐ ますと、 
『どうも ありがたう、 ごくら うさまで した。』 

と 言 ふ 事務 貝さん の われい のこと ばと いつしょ に、 滿 天の 思は さつと きんう せ 
て、 あかりが へやい つ ぱいに ともつ たのであります。 

やがて 私たち 二人は、 天文 飯を 巧た のでした。 

外には お黨 近い 太陽 ボ のぼつて、 丸の 巧の 會が 街は を 事に 巧く 人たち が、 もう 
夏帖 子で 化 あるいて ゐ るので した。 

『あの 天象儀は、 うちの 會 社で こしら へた ものです 。世界に まだ 一二つ しかない す 
ばらしい きかいで ず。』 

と、 ディ— ツエち は 言つ たのであります。 

『さすがは 科 學の蜗 ドィツです。 おどろを ました 。 j 


『基を 賣る しごとに、 まちが 妒 はないで せう。』 

『なる 慣ど 、うまい ことを 青つ たもので ずね。』 

『二人の 商賣 は、 天地 四方が あ ひて でず。』 • 

『まるで 神樣の や.. うなし ごとで ずな。』 

『さう です さう でず 一一 

私と デイー ツエ 君は、 明かる くわら ひながら かたを たたき あつて、 ある ビル ザ 
ング のを 堂へ ゎ畫 ごはんには いつたの .て ありまず。 

向か ひ あつて こしを わろ すと、 私は 八 r 朝から デイ I ツエ 君に 話したくて たまら 
なかつた、 が円手に入れたクル1ゼのわ人おのことを> やつとこのときつげたの 
であります。 

『デイ— ツエ 君、 君は クル I ゼと いふ ドイツ 婦人を 知つて ゐま すか。』 

巧、 かを のはな し 八 か 


ドィ 'ッ人 お か 〇 

『クルー ゼと いふと、 お 人 おで 有 あな クル！ ゼ火 人の ことです か。』 

『さう です。』 

『あの人なら、 ドィツ人で 知らない 人は ない ほど、 わ 人 おつくりで ひやう ばんの 
上流 婦人です。』 

『僕は その 夫人が つくら 市た わ 人形を 一つ 持つて ゐ るので す。 一 
ディ1ツエ君は、 しばらく首をかしげてゐましをが、 やがておのどくさうに言 
ふの てあります。 

『どうも、 それは すこしが には しんじられません。 なぜならば、 あの 夫人の わ 人 
形は、 まだ 目 木へは 一つ も 來てゐ ないやう に 聞いて をり ます。』 

『それを 僕が 持つ てゐ るので す。』 

『では、 ちょく せつ 夫人から 送つて いただいた ものです か。』 


『いいえ、 じつは —— 』 

と、 私は、 百貨店の くらから 化た、 ゆりかごの わ 人形の 詰を きかせた ので あり 

ディ— ツエ 君は 巧を 横に ふつた まま、 そんな ことでは なほ さらしん じる ことが 
できない とい ふので ありました。 

『クル ーゼのわ人形といふものは、 どんな小さなものでも、 一つ一つ その 巧つた 
さき ボ 、あきらかにされて ゐる ものです。 たと へば、 あの お 人形は どこの 脚の た 
れボ かつて ゐる とか、 その わ 人形は 海を こえた どこの やしきに かざられて あると 
か、 その すべてが はつき りと わかつ てゐる ほどな 名な わ 人形-てす。 それが まだき 
たこと もない 円本の、 しかも 酉貨 巧の くらで、 ほこりを あびて ゐ たとい ふやぅな 
ことは、 とても ありえない ことです。』 

四、 おおのは むし 化 I 


『.ては、 八， 夜、 僕の ド 宿まで なに 來て < ださい。』 

『なても、 僕には 人形の ことは と < わかりません 一 

『.'ては、 僕は クル I ゼ 夫人に ちよく せつず 紙を 出して、 この 僕の よろこびを^? ら 
せまず』 

『それは、 むだだと思ひます。 ク ル ーゼ夫人は、 わ人形の ことにつ い ては どん 
をを 紙を いただいて. も' わづら はしくて、 いつ さいへん じを おさない とい ふこと 
ち 何 かの 本で よんだ ことがあ ります それに 第一、 君の ド ィス は まだまだ じ 
やぅず ではありません。 そんな ドィツ語 'てず 紙を 書いた^ ころで あ ひて によ < 
意睐が 通じる もの V もな し、 むしろ わ 人形の ことより、 僕が 管、 ド"， ツ語 をみ 
つし ちを しへ まずから 大いに まなびません か。』 

『それは ありがたい ことです。 ぜひ ぜひ わ 願 ひいた します。 しかし、 それは それ 


としで、 傑 ぐらな クル J ゼを そんけいし、 傑ぐ レゐ クル I ゼ のむ 人が を 愛して む 
る H 本人は ほかに 一人 もない とが ひます。 傑は どうして もこの 火き な よろこびを 
夫人に しらせます。 たと へ义々 はへ たで も、 わ 人が をを ずる 人 どうしの たまし ひ 
は、 阅 や人视 のへ だてな く 相 ふれる ものが あると 化 ふので す。 ディ ー ッエ お、 も 
し クルー ゼ乂 人の 化 所を 知つ てゐ るなら、 ぜひ、 をし へて くれた まへ。 i 
『がみな 輪 人の ことです から ベルリン 市ヶー テ* ク •ル I ゼ乂 人で f 紙は とどぐ 
とぶ ひます。 I 

『ありがたう 、ありがたう， j 

おは それ •から 二、 sn のちの H 嗤 H か 朝、 下祸の 近くの 窗 屍：^ さんを へや じよ 
びこんで がた のであります。 そして、 ゆりかごの わ 人が を 門み 5 わを にか さると、 
巧に あまる たなの か 人が をう しろに して 一 化の 寫眞 をと り、 それと いつしよ によ 

阿、 かなのは なし イ ホ S 


ろ こびのを 紙を そへ て、 つ ひに、 ドィツ 岡 ベルリン 市、 ケ—テ •クルー ゼ乂 人の 
もとに 送つ たの-て ありました。 


五、 巧 夜の 人む も 




巧の ちぶに ずず 蟲賣 りがいち まつ もや 文の かつぎ 荷を わろ して、 となりに をけ 
をなら ベた きんぎ ょ やさんと、 たばこの. 乂を わけあつ て かたりあ ふきせ つに なり 
ました。 

この あ ひだに、 おはす つかり 一人前のを 化 貫に なつて ゐ ました。 しかも、 ドィ 
ツ 人の 事務所に はたらく 身です から、 円本 人と しての りつぱな たいどを やしなは 
なけ L ゴ ならない と 化ん して、 たれょりも くわつ ぱ ろに、 二 ばいは たらく やうに 
しごとを はげんだ ものです から、 支店 艰 さんは じめ 多くの 人人から、 森 田さん、 
蘇 田さん と、 したしまれる やうに なつた のであります。 

ある 円、 ディ ー ツエ 君が こんなね が ひを 私 にもつて 來 たのであります。 

『ぶ 田 君、 どうぞを しへ ていた だきたい ものが 一つ あるので ずが。』 

『なん •てず か 。 f 

お、 片 巧の 人たち づセ 


ドィツ人 巧 . 

『円本の 紙 ざいくて す 赤い 紙 や靑い 紙で、 つるを 巧つ たり、 やつこ さんを こし 
ら へる、 あれで ず。』 

『ああを り 紙て ず か。』 

『さうて す。 ああい ム むの ゆたかな 紙 あそびは、 とても ョーロ ツパや アメリヵに 
はない ものです。 口 本 どくとくの 美しい もので f 。 どうぞを しへ て くれません か。』 
『しょうち しました。』 

おはわ 人形つ くりに なりたい のぞみを 持つ て & る だけに、 わん ど ざいく でも、 
をり 紙ても おさきで つくる ものは、 なんでも すきで ありまし たから、 さつ そく 
化の 上の 洋紙て かぶとと をん ぎょを がつ て 見せた ので ありまず。 

『これは まつた くわ どろく ほど りつぱ なげい じ ゆつ です。 をり かたを わすれない 
やうに、 どうぞ、 づ めんに かいてせ つめい をして くれません か。』 


おはわ 畫化 のじかん に、 かぶとと、 きんぎ よの 巧り かたを づ めんに かいて あた 
へたので あります。 

ディ ー ツエ 君は にこに こと、 おい ゆびさきで ホ まれて はじめて をり 紙の かぶと 
と、 きんぎ よを 巧り 初めました。 そして 苦、 むの すを つくりあげ たものを へや 中の 
ドィツ人に 見せて ホいた ものです から、 たちまち おの 化は 巧から かこまれて しま 
つたので ちります。 

『どうぞ 僕に もを しへ てくだ さい。』 • 

『おに もを しへ てくだ さい。』 

私は つるを をり かめを をり、 花 かごを つくり、 つばめを つくりました。 そ 
してとうと うその H から、 をり がみ 先生と よばれる やうに るつ てし まつた ので あ 
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はたらけば、 はたらく ほど、 たのしみが ふえて 行く のは 化の 中で ありました。 
化は 晝閒 はーム にはた。 き、 夜は、 自 みのた のしい 時間を 持ちたい と考 へて、 
か 社が ひけてから、 豐 玉齋貞 山と いふ、 わ 人形 邮の 家へ 弟子入りを したので あり 

この 家は、 隅 山川から 外 ぼり へ つづく H 本 橋の 川 ベリに あつて、 船頭さん がさ 
す さを の 頭が 裏の まどから ひよこ ひよことの ぞいたり かくれた りして もし 冉 
い 夜は、 巧に きらめく いなづまが 、姑ん てゐ るので ありました。 

『どろの こねぶ はこれ でよ ろしぅ ございまず か。』 

『わ ひな 機と いふ ものは、 をん な こね ホで はぜつ たいに つくれない。』 

『胡が のとき 方は これでよ ろしぅ ございます か。』 

『そんな ものは 一日で はげて しま ふ。 で 年 苗 年た つても、 びくともしない ものを 


っくれ。』 / • 

貞山 先生は と 十 歳に 近いぶ 人で ありました。 

やせた 赋 {な、 太間秀 ちに どこかに て ゐる顏 にない あごひげを しこいて を 刺 
•ては をり 紙 先生で ある あを しかりとばしながら、 それでも 一一ず をと つてを しへ 
て くれたので あります。 

『我が、 ボ みがみ いふの も、 あなたを りつ ばな 人形つ くりに させたい から ぢ や。 

私 もうこのと ほりの 年で、 ホ ホ もじ ふぶんで はなし また 學問 もない ただが 
十 年と いぷあ ひだを、 精神 一つで 人形に いのちを かけて くらして きた。 そして 今 
円 V はどう やら 人 樣のあ ひだに も 一流の 人形師と よばれる やうに も なれた。 あな 
たは まだ わかいし、 それに 最窩の 學問も ありな さる。 した ボ つて 取 W 上の 人形 帥 
こなれ る ことは、 稱神 しだい V じつに あきら かなこと ぢ や。 無 學 な、 そして びん 

ぶ、 月夜 わ 入を ち - 一 〇 1 
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ぼ ふな 私が、. ここまで たどりつい たとい ふことは、 ただ 粒 神 j つで あつた。 この 
精神を、 私は あなたに 引き わたした いがため に、 U やかましく、 ぶれいに もどな 
りつけ る。 化生と ホ 子と いふ ものは、 この 稱 神の つながりな 外には 何もない の だ 
から、 あなた もじ ふぶんに 私の、 むを くんで、 がまんして いただき たいの ぢ や。 わ 
かる かな。』 

『腹に しみわたりまず。』 

『さぅ か。 私は 學問 をし なかつ ただけ に、 を 人に なつてから、 後悔す る ことが 多 
いょ。 あなたは、 學则は 死ぬ まで やりなさい ょ。』 

ミ C 』 

『たと へ 大臣に なつても、 また 人形つ くりた なつても 。 J 
『はい。』 


まどに 巧が さしこん •て、 のきさき •て、 つばめの ひなが 鳴いて ゐ まず。 

『思 ひ 出ず と、 ち やう ど 今夜の やうな 巧を であつ た。々 から 一一' 十 餘年も 前の こと 
になる。 そのころ 私は 大 へん びん ぼ ふで、 わ ホ も 買へ なかつ た。 そこで、 とうと 
う ある 夜中、 今 あなたが すわつ てゐる そのたた みを 一枚 はねのけて、 こつ そりと 
地 めんを ほり はじめた ことがある。』 

『なぶです か。』 

と、 おはわ どろいて 貞山 化生を 見 あげたので ありまず。 

『その ド 1 メ ー トル ほどの 地中を ほれば、 こ奇 つたと きに 救は わる 一つの お 人形 
の 型が かくされて ゐ ると、 先祖 代代から 言 はれて & るの ぢ や』 

『ほりました か。』 

『すつかり ほつ た。』 

お、 月. 巧の 入を モ ... 1 21 
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『出ました か。』 

ぶち』 

『何が 出ました。』 

『一つの かめが 出て きた 。 j 
『あけ ま L たか。』 

と、 あは ひざを のりだず と、 澄を けした-店 さきを その 夜は 巧 化が そめて、 常な 
い 化の なかで 數 口の わ 人形が、 耳を すまして 貞山 先生の 話を きいて ゐ るので あり 
ました。 

貞山 先生は じつと 因を とぢ ると、 そのまま だまりこんで、 化 ドの まづ しい H の 思 
山に ふける のか、 巧 じりの しわに 淚 さへ もがかべ たのであります。 

私は その 前に かしこま つて ザを かたむけ てんま L たが、 やがて も) ど たづむ た 


のであります。 ， 

『その かめを あけました か』 

『ところが、 とても 化には あけられ なかつ たの ぢ や。』 

『どうした とい ふわけ •てず。』 

『見れば 見る ほど、 い^にも それは、 ホい ホい かめで あつた。 何 巧 年と いふ 前の 
を 先が、 後後の 子の ために、 まごの ためにと いぶ. ありがたい ムづ力 ひ 力ら 人 
事こう めて わいて くれた 物 だが、 そに かめを 今 こそしつ かりと 小 わきに 力 力へ こ 
んで 、口を あけょう としたと き、 いきなり おは、 がたがたと ふるへ がきて 力め 
の处刖 に、 ばつたり とひれ ふしてし まつた の だ。』 

おはじり じりと ひざを 乘 出した ので ありまず 

『かめの U には、 逮い祖 化が とざした ふたが、 そのままし つかりと はりついて ゐ 

お、 ぶ 巧の 人を を ’ 一 〇 た 
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て、 いまだ かつて、 私の 前に そわを あけょう としたぶ は 1 人 もない ことを、 はつ 
きりと 勿つ たか。 だ。 これが、 いかに びん ぼ ふだから といつ て、 わめ わめと， いみ 
の 代に なつて、 あけられる ものでは ない と あはぶ うたの だ。』 

すむ。』 , 

『この かめが おにつ たはる までには、 いく代 かの ぢい さんば あさんが、 まづ しさ 
とたた かひ、 あるひは 死ぬ くるしみを しながら、 人形つ くりを して 來た にさう ゐ 
ない の だ しかも、 雄 もが 地面の 巾に かめの ある ことを 知りる がら も、 かめに た 
ょつ たを は 一人 もな く、 みなぉみ の 力で びん ぼ ふ も-くるし さも きりぬけて 來た 
おば かりだつ たの だ。 今 さら これを あけたら 巧が すたる。 御 先祖 襟の 巧 力にたい 
して 申し わけがない と 感じた 私は、 自 かの いく ぢ なさに をき くづれ て、 貫 夜中の 
ゆか 下で ぽかぽか とこの 頭を たたきのめしながら、 すみませんす みません、 と、 


自 々の よわいん を かめに むかつて わびた の だ，』 

なるほどと、 私は そのた ふとい 氣 持に 强 くうな づ いたのであります。 

『そんから とい ふ ものは、 私は 死に ものぐ る ひで 働いて 働きぬ いた。 そして 今で 
はこの やうな 店を かまへ、 人様から 名人な どと 巧 ばれる 身 かに もな つたが、 かめ 
は、 祖先が 最初に ふたを した ままの かたち V 、 あなたが すわつ てゐる そのたた み 
のす の 地の 中に、 今 もな ほいけ て ありまず よ。 森 田さん、 人間には ふしぎな 力が 
ある もので、 やらう と 思つ たことは かならず 自分の 力で やりと ほせる ものです。 
おは そのこと を、 これから のびて 行く 若い 人たち に ぜひ 知らせた く 思 ふので す。』 
うらの 川づた ひに 隅 田 川へ 出て 行く 凉み ホが あるら しく、 ろの 音が 巧 夜の まど 
にぎぎ ぎぎと きこんて、 水を かくひび きと、 かに ゆられて 吹いて 行ぐ 尺八の なが 
れが、 美し^>遠ざかつて行くのであります。 

お、 月. 巧の 人を ち 1 0 セ 


おは 貞山化 化を しみじみ あ ふいで、 よい 先 化 をん たと、 也を かがみの やうに す 
ませて、 やがてて 宿へ もどつ たのであります。 

:卜 宿の げんくわん から、 とんとんと 二 かいへ あがらう とすると、 昨縣 から、 を 
ばさん に 呼' 6 かけられを のでした。 

『森团 さん、 さきほどから わぞ樣 がわ 待ち かわ V すよ。』 ’ 、 
『はて、 どなたで ホう か。』 

『ホち やん をわん ぶした 洋服の しんしさん です。』 

いつたい、 それは 鄰か L らと 、巧を かしげな が. レ部展 のし やう じを あける と、 

二 歳ぐ.。 いの 赤ん 巧を，：： いぶ 化の ひざに おろして、 一を 乳く だかぶ 乳を のま 
せて ゐる しんしが 巧には いたのであります •よく 化 わ ば、 クルー ゼ乂 人の わ 人が 
を 黃ツて くれた W 巧-がの がみ 部の お 化が：；：： さん V ありま一 た。 


『わ お、 これは しば •レく、 どうなさい ました * j 

『とつぜん わう かが ひして 中 L わけありません が、 どうしても あなたに わ颇 ひし 
なけれ ぱ ならない ことが 起り まして、 たづね てま もりました。』 . 

『さあさあ、 どうぞ ふとんを しいてく ださい。 ホち やん は あなたの わ ぼつち やん 
でず か。』 

『クう •てす。 じつは 化 パ、 ぶに. 化 なれまして。』 

『ほう 』 

と、 おは 聲を あげたの V ありまず。 こめやうな かはいい ホち やん を 巧され てな 
く なられた かたは、 どんなに 悲し かつた ことで あらう。 また、 これから さを、 こ 
の ホち やん を 男の T 一つで 牛乳を の' ませ ■おしめを とり 力 ( ムヵ ゆを つくつ た 
りして、 りつ ばに そだてて いんなければ な. レない この 人は、 どんなにつ い邮の 

な、 別 おの 人た を 1 〇 九 


朝を むかへ、 風の 夕を わくる ことか しらと 思 ふと、 まぶたが うるんで ホた ので 
りまず。 

『ねむつ たやう です ね、 さあ こちらへ ねかせて わき ませう 。 J - 
と、 おは 主を さんの 手から、 ゆかたに 乘り ものづくしの 電ち 自動車、 一二 りん 
审をどをそめぬいた男の子をうけとると、 まど近くにつるしたク ル ーゼ夫人のゆ 
りか ごの 中へ、 ドィツ人 形と 向か ひ あはせ てね かした の •てあります。 そして 母親 
をう しなつ た 日本の 赤ち やん と、 祖國 をた だ 一人、 遠くは なれた ドィツの 赤ち や 
ん とが、 わたが ひに さびしい ，心を 一つの ゆりかご にょせ 合つ た 喜びに、 小さな 乎 
と 手を すボら せながら、 いた はりあ ひ、 はげみあ つて、、 すやすやと ねいきを たて 
てゐ るのを 見た とき、 しみじみと 私は ムを うたれて、 しばらくは その 前に 立ちつ 
くして ゐ たの. てあります。 ' 


を 
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やがて、 主 巧さん は、 からにな つた 牛乳 びんを ポケットにつつ こみながら 語る 
ので ありました。 

『この そが 母親と わかれて からは、 泣きつ づける R が夕 くて、 ほと ほと 私 もこ ま 
つてし まひました。 母 装がな^ とい ふこと が、 こんなに 小さくて ももう わ 力る 
のでを うか。 それが かはい さう で、 を も 商*!; ボらわ 店から いろいろな おもち やを 
賈 つて あたへ るので ずボ 、どれ も 乎に とらう とはせ ず、 つ ひには いつも 泣き わい 
りを してし まふので す。 森 旧さん、 何とか】 つ、 母親に かは る やうな わ もちやを 
作つ てはいた だけない もので せう か。』 

おはう でを くんで 考 へました 。母親に かは る わ もちやとは、 まことにむ づ かし 
いこと でありまず。 

『妾は 子守 峭ボ ずき で、 每 夜の やうに この 子に ょくうた つて くれました。 また こ 

ぶ、 月夜の 人たち Ml 
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の •いも それを きくと、 ふしぎな ほど しづかに わ 人つ たもので す。 いまだに その 二 
人の すがたが、 おの H にはの こつて ゐ ます。 それが このごろでは、 庭の んん さき 
につる した まは リ どうろうの ドで. し ょん ぼり とがが このす を あやして ゐる りが 
つづく の •てす。』 

化たち はいろ いろな がの すえに、 とにかく 何 かの わ もちやを つくる ことに おは 
やくそく をして、 ホ 化さん が齡 りぎ はに せわ ふ ホち やん のうしろ から、 おはわぶ 
ひひ もを かけた のであります。 

『雜 田さん、 それで 私は 會 加を やめました ょ。』 

『なぜです。』 

『子供を りつぱに そだてあげる ことが、 H 本人の 父と 巧との 火 おな 義を でず。 巧 
がなければ 父の ぶ 巧は 一そう 重い わけです。 それに、 この 子の ほかに まだ 阀巧學 


お 一年生を かし レに、 一一 一人の すが ゐ るの V 、 とてもう ちを あけて、 つとめに 出る 
わけには いきません。』 

おは だまつ てうな づきました。 そして たづ わたので あります。 

I 『このの ち、 何の おし ごとを なさる つもりで すか 。 J 
『うちで 子供を そだてを がら、 鬼 話を 害き ます。』 

『患 おを です か 。 J 

『さう です。 あは モ 化の ころから 竞 がを 羣 いたり 崩んだり する ことが すを で、 い 
まだに 每月 ょい 本は おつて をり ます。 それにす 化の 本に も 二 一二 度 著いた こと も 
あるの* てす。』 

『さう です か。 しつ かりやつ てくだ さい。』 

『やりまず •ただおの 童 訊は すこし かは つて ゐる のです。 それは、' 大人の ことを 

お、 ぶ 巧 e 入たち /I ニニ 
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ず 供に わかり ゃず く 童話で 盞 I かう と 思 ふので す。 大人の 世 巧には、 子供たち に 知 
ら さなければ いけない こと や、 を L へる ければ ならない ことが、 山の やうに たく 
さん ある ものです。 その 童話を 蒂く 人が みい やうに、 おはまへから 感じて ゐ たの 
てず それを 書きます。』 

『どうぞい いのを、 たくさん 見せて ください。』. 

『うんと 勉强 しまず。 まつた くぼん やりして は ゐられ ない とちみ をはけ まして ゐ 
ます。 しかし、 ひげのは えた 洋服 巧が、 牛乳 びんの からと、 ぬれた おしめ づ つみ 
を この やうに さげて、 赤ん 巧を せわつ てゐる ありさまは、 人が 見たら を かしいで 
せう が、 私は 今一 生けん めいです。』 

『何が を かしい ものです か、 化には あを たが 美しく 見ん てな りません ょ。』 

二人は かたを ならべて、 電車 ど ほりへ 出る 細い みちを 語りながら 巧き ますと、 


山の手の 巧は しづかに 夜が ふけて、 今 R の 放送 も 今 終る ところ か、 ラジオが ねん 
ねんよう、 わ ころり ようと、 やさしく 自動 音樂 器を 巧 夜の 裹ど ほりに ひびかせて 
ゐ るので ありました。 

私は、 はつと 胸を つまらせて、 さ うちこの 曲を うた ふわ 人形を 二つから うと、 
ひそかに 化 也した のであります。 

一つは、 かはい さうな この 子の ために —— 

】 つは、 祖國を 遠くは なれた クル I ゼ 人形の ために I • 




どんい ) の路 





五 巧、 六 巧と 日は すぎて、 秋 も 終りの 十一 巧と なりました。 

小を 日 巧 がょくつ' くいて、 畫閒は 下宿の 二 かいから 見 わろ す黑 ベい の 中に、 靑 
木の!®; が 赤いた ま、 ま 円いた まを かがやかせて、 H がくれ ると、 その 化 もとに 鳴き 
か はすこ ほろ ぎボ 、風に 吹かれな ボら 天の川を うちあ ふぐ 頃と なりました 
しかし クル I ゼ 夫人からは、 なんの たょりも ありませんでした d 
私は そのを ひだ、 さびしい ままに むち ゆうにな つて、 二つの 村 じ 形の わ 人形を 
つくりあげ たの. てあります。 

それは 二 歳ぐ らゐの 子供 ボ にぎつ て 遊べる ほどの、 小さな ホ いんの さきに わ 人 
形を とりつけ たもの V 、 ねぢを まは すと、- お 助さん がす 供を あやす やさし さで ち 
を 前後に ふりながら、 お 人形 はんの さき V ぐるりぐ るりと まは リ はじめる のです。 
すると、 白ぎ ぬで つくつ た 服が ぱつと かう もりが さの やうに ひらいて、 そのず そ 

ち、 どんぐり のが 一ー ホ 
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にむ すんだ セつ のす ずが、 ちろ ぃノん 、ちろ りんと 昔を たてなが。 まは る ひやう し 
に’ 胸に かくした 小さな 巧 動音樂 器から、' 子ず 峭 ハが、 わんわん よう、 わ ころり よ 
うとうた ひだす しかけに した ものであります。 

おはその 1 つをよ巧さんにわくり、 ほかの 1 つをクル ーゼのわ人おに持たせた 
ので ありまず。 

ある 朝、 私は 出 化さん か‘ レたい へん 尊びに あふれた わ禮 がを うけて、 ム あかる 
くわ 社へ 出て りきます と 支， 化 おさんが 、ふいに おの 化に 化， レれ たので ありまず。 
『わは やう 费 5 E くん、 あなたに むねが ひが あるので すが。！！ 

『はい、 どんを 御 化が •てせ うか。 i - 

『化り ハたち の 前 じよる と' あなたは 非な に 工作が k ホ ださう です が、 そわを ぜひ 
をし へて いただき たいので すが。 一- — 


ま 巧 長さん がを らふので すか。』 

『いやいや 私は よろしい 。ヒット ラ I •ユ ー ゲントの 化かに なつて いただを たい 
のです。』 

『おがで ず か。』 

『さう でず。 いま！！： 本には、. ヒッ トラ— •ユ- ゲントの 家を 1 つ ありまず 一つ 
は： i : 『にあります。 もう 一つは おか ホ 乂蘇區 にある ォ バヶャ シキを 使 川して & ま 
す この 大 がのは うへ な 週 一間、 金峨 H のか 後 だけ 工作を をし へに 行つ て もら ひ 
たいので ず。』 

『どんな ことを を 一 •へたら よいの てすう』 

『をり 紙 や、 ねんど ざいく や、 かんを' のこぎり をつ かつて、 わ もちやな どを つ 
くつて くだされば よいので す。』 . 

六、 どんぐりの 化 ， , ニニ 


『あ 知し ました。 一生 けんめい にやり ませう。』 

『今日は 金權 目です。 ではをから をと いつしょ に來 てくだ さい。』 

間もなく おたちは 街 線 電車を 大蘇驛 で わりて、 ホず のがを のぼつ たので ありま 
す。 

この あたりは、 ひつ そりと した 路 のりやう がは に 赤い やれ、 靑い やわの 嚴 心ん が， 敗 
ボ 木木の あ ひたに かがやきを 見せて、 白く つらなる かきねのう ちには、 コスで ス 
が ホく ゆれて、 もくせい ボ高 くに ほひ、 道には どんぐりが はかまを はいて こ' 一ょ e 
てゐ たので ありました。 

ま 店長さん と、 私とは、 ゆつ くりと たばこを ふかしながら その 傑を まがつ たと 
き、 二人は、 わ やつと おを とめた のであります。 

行く手に 十二、 S 歳の 一一 一人の け 本 少年と、 问じ年 ごろの 一二 人の ドィツ 少 ぉとが 


s 紐に わかれて、 上に なり 下にな りして、 こぶしを ふり、 足を けあげて、 鞭 おと 
みぞのな かに 組合つ てゐ るので ありました。 

支店 おさんは いきなり ロ ルを 早めて そこへ 近づく と、 

宿て、 ちょつ と 待て。』 

言つ たのであります。 

六 人の どろ だらけなず ボ たと、 血相を かへ た 六つの 顏が つぎつぎ になち あがつ 
て 私たちの 前にな らんだので ありまず。 

『この ありさまは、 どぅした とい ふわけ だ。』 

ふたたび 支店長さん ボ 太い 聲を 立てる と、 はな 血を 岀 した 1 人の ドィツ 少年が 
ー ホ 前へ 出て 答へ たので ありまず。 

『 H 本の お隊 のはぅ が强 いとい ふからで す。』 

六、 どんぐりの 路 一二 nt 


ドィ 'ッ入 お 1 I 一四 
すると 同じく はな 血を 流した 日本の 少年が 一人 こぶしを にぎつ て その 前へ ふ 
み 出して 叫んだ ので ありまず。 

『ドィッのを ハ隊 のはう が强 いと 言 ふからで ず。』 . 
『さう か。 君たち は 日本と ドィッと ボー 體 となつ て、 共 M の 敵を た ふす ことに 努 
力して ゐ るのを 知つ てゐ るなら、 こんな あらそ ひは やめた まへ。 祖國を うらぎる 
やうな わ こな ひは、 日 獨贿國 民の なすべき ことでは ない。 あくし ゆを した まへ。 

六 人の 少 申は ひつ そりとう なだれる と、 その 頭上に ころころと 秋 ふかい どん 
ぐり が 落ちて くるので ありました。 やがて 少年たち はうな づきを ふと わる 力つ 
た、 わる かつた とずを にぎり あつて' につ こりと 別れた ので ありまず。 

『さあ 巧き ませう' 。ヒット ラ！ •ユ I ゲントの をは あそこです—』 

と、 支 も 巧さん が 指さす かなたを 眺める と、 がの 中の 网 破けい やうた ふに ハ ー 


ゲン クロィツの 旗ボ ひるが へって、 な £? する ドィツ 闽 歌が、 朝風に ひびいて 來た 
ので ありました。 




よ、 ヒット ラー •ュー ダ ントの 家 



だらだら 巧の 中 ほどに、 がが もない ホ ぼけ 作證木 巧が、 ず こし 前 のめりに かた 
むいた まま、 秋風に たたかれて をり ました 

私ょ. 支店長 さんに つれられて その 門を くぐる と、 げんく^ん につつ く 小路の 禍 
ボ はからは、 もみ ぢが ホく おひかぶ さつて ゐて 、どこから かを の 花の かをりが 美 
しく 流れて 來 ると、 やがて 巿 面のを かに、 のきの ゆ ボんだ H 本 づ< りの 鹿い 二階 
? 豕が あら はれた の' てあります。 

庭は、 を かとを とを もつ た數 千つ ぼ も ある 木木の しげみて ドィッ 岡 歌は そ 
の鍛 がの 廣 場に ひる ボ へる ナチ ス のがの ドから ひびきわた つて， そこには、 せい 
つを した 六、 よ-! -- :^の ヒ ッ ト ラ I • ユ ？ゲ ン ト が、 少年は黑のが服 半ス ボン 
に短劍 をつ るして、 少女は 白の 上 痛に 黑のス か ー トを 秋風に なびかせて、 身ぅ ご 
きもし ないで 合哨 をして ゐ るので ありました。 

モ 、ヒット ラ ー •ユ ー ゲントの 家 • 一ニ ブ 


それと 向か ひなつた 號令黨 の 上には、 やはり 制服の 少年が】 人、 胸を そらして 
口を 弓き む ずんだ まま、 ん 手を ななめ 前にぐ つと つき出して、 ナチ スのナ 勺 _ 山い 
で 円を 力が やかして ゐる ありさ まがおの 目に うつたので あります。 

『森 巧 くん、 ち やう どい いところ へ來 なは せました ょ。』 

と、 支 お 長さん は、 をを かへ りおた のであります。 

『今 ヒツ トラ！ ユ ，'ケント ミ ルタ f リンと いを 年 お ドィツが の アルプス 
聯隊へ 人替 をす るので、 その 送別ぶ が おこな はれて ゐる ところです。 

私たちは うしろから、 しづかに 身を ととのへ て、 ぶを ながめて をり ました。 
ユーゲントの歌聲は、 十ーパの晴天に明かるくきょらかにひびきゎたつて’ お 
グ ヵ/はらには をの 化 力， t 白と かをりを まして ゐ るので ありまし」 J 。 

'やボ てぶ は 終る と、 化は その 踢で 號令舊 にの ぼせられ て、 ドィツ 恥む gf も， レ デ ヵ 


先生から 巧に せぅ かいされ たのであります。 

- この わ 方は、 われわれが つねに そんけいして ゐる ところの H 本人で ある。 名前 
は、 森 巧 雪 夫さん とわつ しやる。 今 H から 君たち に H 作を をし へて いただく こと 
になつ た。 若たち は、 ドィッ 國 のめい ょに かけて、 はげんで もら ひたい。 終り。』 
ずると、 班長さん らしい 十八、 化の 少年が 一人、 左に ナチ ス のしる しを まきつ 
けたぅ でを ふつて、 くわつ ぱ つに 私の 前に 進み出て 來 ると、 靑い 目を すまして、 
さつと を 手を かかげた のであります。 ‘ 

『われ わ わは、 森 田 先生のを しへの もとに、 一ん に 工作を 勉强 する ことを、 ヒッ 
トラ I 總統 にち かふ。』 

町を 見 わろ すを かの 上には、 さは やかる 朝の 日ぎ しが あふれて、 その かがやき 
のなかに 直立不動の しせいを したおの 目に、 がを へだてた 木木のを ひだから、 を 

± 、ヒット ブ ー •エ I ゲントの 家 - =こ 


祀 二で 六' 百年の 奉祝 円を あと 數 H でむかへ る、 來 京の 町 町が、 が 向の まくを めぐ 
ら じて’ を どり 度臺 のが ぢ やう ちんを 巧 風に ゆらせて ゐる けしき ボ 、すがすがし 
.く 眺められ たの-てあります、 

私は、 かう して ヒット ラ ー •ユ ，ゲントの 工作の 先 化に なつた のであります。， 

しかも ヒット ラー. ユ— ゲントの 先生と して、 外關 人では 私が 化が 中で ただ 一 
人で ある ことを、 この 日 知つ たと き、 ドィッ 國民の 前に、 一億の 口木 人を せわつ 
て、 すつ と 立ち あがつ た 巧 巧を 私は 强く 感じて、 どんなり つばな 円本 人に も、 かし 
て 巧け ないだ けの 向 分を つくりあげなければ ならない と、 ム のうちで 兩 親に ちか 
ひ、 祖先に ちか ひ、 國 にかたく ちかつ たのであります。 


人 れん ど 細工 


! 




とこのまに 菊の 巧を か をら せた、 竹の 化い けを かざつ て、 その上に ヒット ラ— 
總統の 寫眞を かかげた 八 磯と 六蜡 のへ やの ふすまを とりは づ して、 まんなかに 火 
きな 圓い テー ブルを わくと、 その上に’、 昭 ぶの こぞり、 やすり、 ねぢ まは し、 
ねんど、 へらな どを ならべて、 私は エ化 場所を つくつ たので ありまず。 

ヒット ラ ー •ユ— ゲントは、 滿十磁 から 十.^ 慮までの ドイッ 少ザ少 かか らんら 
ばれち おからな るの V 、 をさない あには、 ねんど ざいく をを しへ て、 十一 ご 歳 前後 
のぶには ドイッ 軍人が ざん がぅ で 遊ぶ. おころがしの つくりかた をを しへ' 火き 
な 者には、 グラ イダー の もけいを つくる H 作が 進められ たので ありまず。 

そして これらの；； i は、 本闽の 出征 巧 ± に 慰問な として、 おころがし をを つたり' 
あるひは な ザ 十一 1 H に柬 巧で 閒 かむ る ドイッ人の 慈 普 ホ (バ ザ丄に 出して、 その 

八、 わん どが H ' .ニニ 五 ' 


ドィッ 入 形 1 一一 一六 

贊 " H 金を ドィッ 國巧獻 金 に 送る ことにき めた の •てを りまず。 

第二 回け の 工作 化の ことでした。 あは 大森驛 を わりて しづかな おみちを ユ！ ダ 
ントの 家 おくまで 來 かかる と、 ホが はの 電柱の かげから、 ふいにを さない ユ—ゲ 
ントの 一人が、 ポケットを かさへ たま ま 飛 出して 來 たのであります。. 

『先生、 ねんど ざいく は' これでい いでせ ぅか。』 

と つくり あけた ねんどの ずかんを、 ボケ ツト からこつ そりと とり 出して 見せ 
るの て ありま 一 'レた 

かんばんに 大袍 がいつ ばいと りつけ てあります。 

『ほぅ これはる かな かょくて きました。 しかし、 んん とつがありません わ。』' 
『大砲を たくさん とりつけ たので、 えんとつは つけられ なくなつ てし まつた ので 

ス』 


r ては、 乂恼 をず こしと つ てんん とつを 一つつ ける と、 七つと とくな りまず。』 
『ありがたう、/ 先 化。』 

と、 少年は 大喜びで ふたたび ポヶットを かかへ こむ と、 ユ ー ゲントの 家の 方へ 
とんで かへ るので ありました。 

又す こしれ くと、 また お 柱の かげから、 一人の 少年が 走り出て 來 たので ありま 
ず。 

『先 ホ、 ねんど ざいく はこれ でい いでせ うか。』 

と、 大事に とざした 晌 でを、 こそり と ひろげて なせる のであります。 

やせた くまが、 大きな つめを とがらせて できあが づてゐ るので した。 

『 3 う、 たいな かう まくて をました て もも うづこ^ — > ‘ A とらおて つくる と もつ 
とょくな ります』 

八、 ねんど 細！-! 一) 一ー セ 


ドィッ人 ぉ . 1 II 一八 

『先生、 ありがたう。』 

その 少年 も、 にこに こ 飛んで かへ るので ありました。 

またす こし 行く と、 また) 人ボ とび 出して 來 たのであります。 

かう して 幾人 かの 少年が、 かは るが はる 電柱の かげから にこに ことと び 化して 
來 ては、 お 近くに うまれた ぶは 游の ものを つくり、 山に うまれた ぶは 山の ものを 
こしら へて、 ねつ しんに おに たづ わて をし へを もとめる ので ありました。 





万み 


九. 舉 舰 の 町 



皇紀 二で ス 巧 年 十一 巧 十一 H 。 、 

H 本國 中は、 ばんざいの 聲 と、 ひるが へる 日の丸の 旗に ぅづめ られ て、 町に も 
がに も、 野に も 山に も、 を どり 屋臺の 苗たい こは 朝から 鳴り ひびいて、 H 本 八は 
一人の こらず このす ぐれた 閣 にぅまれ た 喜 だを： 轨 たにして 、笑顔で わ 祝 ひの 言葉 
をと りみ はした のて あります。 

私の慟くドィッ* レンズ商會でも化事を化んで、 社なたちは闽お服やモー三ン 
グ 服. て晴 やかに せいれつ すると、 午前 九が からを 祀二下 六-百年 奉祝ぶ が おごそか 
にわこな はれた の V あります。 支店長 さんが H 獨社 貝】 同と わ 麻 ひの さ かづを を 
さつと あげて、 口 本ばん ざい、 ドィツばん ざいの さけびを なら かに あげる と、 を 
の 外の 丸の 巧い つたいは 人の 波で. そのな かを、 敬 巧の 女す 靑 •年 劇 貝が ラッパ、 
をたい こで 行進す ると どろき や、 鳴り もやまない 奉祝 自轉 ま隊 のべ ルの ひびき 

お、 を 祝 の W -巧 I 


や、 乘視隊 の ひづめのを、 みこしの 野、 化甫 ザのに ぎは ひ' それに まじつて ぶの 
八方 か. レ わきあが つてく る 旗 巧 列の 舉祝 歌な どが、 事務所 Q 窓ガラスを 絕ん まな 
く ゆずつ て、 をには 敦 をました 花火が、 ポポン 、ポロ ポロ、 サツと、 なほ もな 鳴 
るの ブ ありました。 ’ 
あは々 さらに H 本人で ある ことの ほこりを 胸 一 ぱいに させて、 ぶの 終つ た 事務 
所を 出とぅと ずると、 义巧 おさんに、 ふと 聲を かけられた のであります。 

『森 旧 くん、 今 口は すこし わね が ひが あるので ずが。』 

『はい、 なんでせ 争 か。.：； 

『= みに 來て 、このょき 日を むかへ. た駐 は、 一生 一 化の 幸福を といは なければ な 
りません。 それにつ いて 何 か 記念品を 巧 ひたいと お ふの てす ボ が' 链の町 まてい 
つし ょに 來て いただけないで せぅ か。』 


『さう いふ ことなら、 喜んで わと もいた しませう。』 

ち やりん、 ち やりん とを ばう の 音に、 わつ しょ い、 わつ しと いと子 供の みこし 
が、 ならん. て述 ると、 そのを とかり 巧 餘臺の 大人の みこしが、 遊い つ ぱいに もま 
れて巧 < なかを、 おたちは 禮 装の 人に みちた な 線 電車に ゆられて、 まもなく 横辕 
の 町に 清いた のであります。 

横 被の 港 も、 りつぱな 晦天 でありました。 

一巧 トンな 上の 巧 船 も、 せんどうさん がさを で こぐ 小さな 舟 も、 ほばしらへ 滿 
y を ほどこして、 奉祝の りの しほ 風は その 旗の i つ 一つを やさしく ひるが へし 
てむ るので あります。 t . 

『さあ、 ここ V 巧 物を しませう。』 

と、 支化歧 さんは、 海岸 ど ほりの ある 一が の 大きな お 先を くぐつた ので、 おも 

ろ お 附の町 一四 吉 


つづき ますと、 店内には 輸巧物 せんもんの、 外闕 人の このみに 合 ふやう 

につ くら 

れた衙 の： 給く やうな 物 ばかりが、 ならべられて ゐ るので した。 きらびやか なわび 
や はもり や ふりそでの 萧物 などが、 ぎらぎらと ちんれつ されて ゐる かとを ふ 
と その 下の だんには、 ホ や 金銀で ぬりたてた 茶わん や、 花 びん や、 あるひは で 
通 塔と な 居な どを きざみ こんだ、 たばこ 入れな どが 店ぢ ゆうに あふれて ゐ て、 何 
一つと して この わご そかに 祝 ひたて まつる、 皇紀 二 千 六な 年の 記念の 晶 となる や 
うな 物は ない ので ありました。 

しかし 支店長 さんは、 巧と 海と に 鳴り やまない 花火の 音 や、 みこしの 聲を窓 ご 
しにき きながら 目を 細く して. 連への わくり 物に といつ て、 で こで こに かざり 
たてた はわり や、 わびな どを んらび 山して おに 言 ふので ありました。 

『日 木の 美しい 绣術 それが 私には ょく わかります。 これを 贸 ふこと にし ませう。』 


おは、 しづかに 口を きつた のであります。 

『支 巧 長さん、 あなたは こんな 物を、 H 本の 藝術 なと 思つ てはいけ ません。 これ 
らの なは、 みな 輸出 向きに つくられた 物 ばかりで、 日本人で さへ も 巧は ない 物 ば 
かりです。』 . 

『いや、 いや、 私には このす ばらし さが わかる の •てず。 このな から、 日本の、 美し 
、，ずがた を、 レ ゆく までく みとる ことができる のです。』 . 

おは’ 悲しくな つて、 支 巧 おさんに つめょつ たのであります。 

『あなたが、 こんわ 物を ほんた ぅの H 本の 藝術 品で あると 思 ふなら、 あは 円本の 
めいょの ために、 ム rH かざり あなたとの おつき ムロ ひを やめる ことにいた しまず"』 
支が 畏 さんは びつ くりして、 おの 顏を じつと 兒す哀 たの であります。 

おも 貨 けまい とその 顔を にらみ かへ したので あります。 ことに 皇紀 二 千 六 百年 

か、 を 祝の 町 一四な 


の 奉祝に も かかは りのある ことです から、 ー ホ も 引くまい と、 なほ も ドから にら 
みかへ したので あります。 

やがて 支 巧 おさんは、 强く 大きく) つぅな づ くと、 おの ホを しつ かりと その 兩' 
ずで にきり しめたので ありま L た。 

『蘇 巧 くん。 おは 日本を ょく 知つ たつ もりで ゐ たが、 H 本とは、 そんなな まや さ 
しい 网 ではな かつ たの だ。 萬 化 一系の 天子 檢を ここに ニモ 六な 年 もいた だいて き 
た ろら には、 人の ム にも、 國の葱 J 術に も、 あたち ドィツ人 などが はかり 知る こと 
のでき ない わく 深い ものを 持つ てゐ るに ちが ひない の だ。 巧は も I 度、 印本を ま 
るぶ 勉强 をし なほす ことにいた しませぅ •今 円の 品物は すべて あなたに わ まかせ 
する 力ら 何なり ともょろ しくんらん でいた だきたい。 屯 

おはに つ こりと その 火き をず の ひらを にぎり かへ すと、 その 店を：：！ r たので あ 


り また 

そして ほかの 店で いくつかの 上品な 物 をん らんで、 支店長 さんに 渡した のでを 
ります。 

『あなたが、 ほんた う H 本を 知つ たと きに、 これらの な 品の 美し さが わ 如る とぶ 
ひまず。』 

『ありがたう。 じつにた のしい 奉祝 R であつ た 。 J 

おたちは、 损賴 、東な と 喜びの 巧 や 人出を. 心 ゆく まで ながめて、 夕方 わかれた 
のであります。 

下棺 近くへ もどる と どこの 家 ももう のきの ち やう ちんに 打を 入れて 巧會 
事務所の 前 V は、 これから 巧 內を一 めぐりず るち やう ちん 行列の 子供 や、 大人な ， 
ちがみ ちに あふれて、 わんが く險は みどりを の 服に 赤い トルコ ばう しで、 大小の 

丸、 をが のが 一巧 お 




ドイッ人 お I 巧 八 

しんち ゆう ラッパを ち やう ちんの 打に 化ら せて、 さかんに 吹きた てて ゐ るので あ 
りました。 

下宿のへ やへ もどつ たおは、 どつ こいしょ と、 つかれた こしをおろした とき、 
わつ と、 いきなり 聲を あげて とびあがつ たのであります。 

化の 上には、 大きな あつい 手紙が 一通、 ドイッ 切手を •二 枚 もは つて 乘 つて ゐる 
のであります。 

見れば まぎれ もな く 差出人は、 ヶ—テ •クル I ゼと 、タイプライタ ー でしつ 
かりとう たれて ゐ るので ありました。 つ ひに 來 たの だ。 五 巧に 出したず 紙の へん 
じが、 半年 も かかつ. て驟 亂のョ ーロッ パから、 しかも 日 木の 紀元 二 千 六な 年 奉祝 
のこの ょい 日に とどいた のであります。 

私は むち ゆうで 封を 切る と' やさしく ペンで まらせ た ドイッ 文字に 目を 巧は つ 


たのであります 

親愛なる 森 田 雪 夫 さま。 

ただ今 あなたの わず 紙と、 お寫 眞を拜 見して、 私は、 あまりの おどろきと 喜び 
とで、 身の わきど ころもない ほどで ございます。 

あなたの 横に 寫 された ゆりかごの 中の わ 人形は、 まさしぐ おの 愛兒 フリッツと 
申ず 者て こさいます 

思 ひわ こせば、 今から 二十 年 ほど 前、 フリッツが 二 歳のを りに モデルと して、 
「ゆめなる みどり 子」 とい ふ 題で つくりあげ たものに 相違 ござ^ません。 

しかし 悲しい ことには、 「ゆめ 巧る みどり そ」 だけは、 がの 手帳に 所有者の 名が 
しるされて なく、 今日まで 一円と して フリッツの ゆめを なない 日と ては ない ほ 
どで ございました。 

か、 索 祝の 町 一四 か 


\ 


ドィッ 入が ■ -五〇 

ところが はからずも そんけい する 円本の あなたの もとに そだてられて ゐる 
ことを 知つ た駐 のこの 喜びは、 ぬぐ ふ あとから ほほに 淚を 今つ たはら せて をり 
まず。 フリッッは、 今 りつぱな ドイッ 靑 年に なりました •祖國 のために つるぎ 
をと つて、 先日 フランスを わと しいれ、 今 また 前線で イギリス 軍隊を つぎつぎ 
にげきめ つ させて をり ます。 • 

森 田 雪 夫 さま。 

がは そんけい する 目 本 婦人の やうに、 わが 子が たたか ひに 出た からには、 橘に 
乘 つて 歸る ことを かぐ ごし また のぞん て もを ります 

イギリス 本國 へせめ 入る ドイッ 作戰 も、 ここ 敕衞 巧のう ちと 思 ひます。 私の 手 
もとに、 フリッッの めいょ ある 骨が、 一にぎ りの 灰と なつて とどく 円 も 間 あい 
ことで ありませ う。 その 場を、 今後の フリッッを そだてて くださる おは H 木の 


あを た でず。 

あなたは、 今後の フリッッの わとう さまです。 

わとう さまょ。 フリッッ はこの 巧の 熟を 二十 年 あまり もな てを りません し 祖 
岡の けしき も、 をさない 目には、 もはやな 忘れた ことと ぞんじまず のでい ここ 
に 栽の 寫眞 と、 ドィッ あ 所る はがきを 一二 組 ほど 入れて わきまず から、 フリッッ 
にわな せく ださい ませ。 そして ドィッの 麻し ほを うけついた フリッッに 愛し 
て やまない 大巧 魂を しつ かりとつ ぎこんで 、りつぱに 成 おさせて くださいます 
^^う、くれぐれもわねがひ中しあげます- 

なほ フリッッの からだは、 かもし かの 毛 V 巧來 てを ります。 またを おの ふし 
ぶしには、 ろくろが しかけて ございます。 どうぞ 月に 一ぺん 、わ ふろに 入れ 
で-、 頭髪などもとくおけんでお洗ひくださいませ。 別便を：：^て春秋の满せか 

ろを 側 《町 r 出 一 


ドィッ人 お 一 五. 二 

へ あ 裳 箱 送りました。 

日本の わとう さまへ ■ ドィッの 母ょり 

がはクル ーゼ夫人のず紙に胸をうたれて、 中からあらはれた 一 葉の贵觀人の寫 
眞と 、ベルリン 名所 完 はがきを 手に した まま 立ちつ くして ゐ ますと、 をり から 巧 
內 のち やう ちん 行が は おんがく 隊を せんとうに 歌聲を とどろかして 數 巧の 紅 
ぢ やう ちんを ふりながら‘ 小路を まつ かに そめて 行進して 來 たの. てあります。 
私は まどに ホつ と、 この たくましい H 本の すがたを フリッツに 知らせる ために 
「ゆめ 見る みどり 子」 の ゆりかごを、 しづかに そのの きに つるした のであります。 
その 下を、 おんがく 隊 は】 きは 高く ラッパ、 たいこを ひびかせて ずぎ さると、 つ 
づ いて 子供、 大人、 を 人の ふる おぢ やう ちんが、 まどの 手すりに ぶつかり、 はね 


かへ り、 銀河のを を そめながら、 あとからあとからと’- 奉祝 歌 も 巧ら かに つづく 
のでを りました。 


金 輿 かがやく 
はん ある 光 
いまこ そ 祝へ 
紀元は 
ああ 一億の 


日本の 
身に うけて 
このを した 
二 千ぶな 年 
陶 はなる 


歡兽ぁ ふるる 
しつ かと われら 

化、 泰晩 の 町 


この 止を 
ふみしめて 


i 


ドイツ人 お 

はるかに あ ふぐ 
祀 元は 
ああ 聽睐の 


大‘ 御言 
二 千 六 百年 

靈 円し 


が 巧 


す さぶ 化界に 
ゆるがめ 御代に 
感謝は 淸き 
紀元は 
ああ 報蝴の 


ただ 一つ 
生 ひ 立ちし 
火と もえて 
二 千'.‘ 巧 年 
血は 巧む —— 


おは、 世界に かど やく 日本の、 皇紀 一一 千 六 百年 祝典を 暇の あたりに 辞して、 こ 
の 聖代に 生を うけた 日本の 童話作家の 一人と して、 これを 祝 ひ 奉る 童 請を 書きた 
いと 願つ てを りました 0 

それで、 あれ や、 これ やと、 いろいろ 書く ものを 考 へて ゐ ましを 0 

ところが、 はからずも、 一つの ドイツ人 形を めぐつ て、 今は ドイツ 大使館に を 
られ る、 守屋 一二 郞 巧と ドイツ 國人 ケーテ •クルー ゼホ 人との あ ひだに うまれた 美 
しい 話を うかがつ て、 これ こそ、 私に あた へられた 奉祝 童話で あると 感じた ので 
あります 0 

おは 少年の 頃から、 白人の なかで 好きな 民族は、 ドイツ人 だけで ありまし を。 
これは 第一み 世界 大戰 のとき に、 を 世 巧を 相手に たたかつた ドイツが、 刀 折れ、 
矢つ き、 食糧を うしなつ てた ふれを 姿が、 その 頃の 少年で あつた 私に、 どこか 日 
木の 武+ 一に 似た 魂を 感じさせる ものが あつたから です。 

それから 二十 有餘 年、 世の中は うつり かは つて、 ふえた び 今 また 第二次 化巧大 
戰は閉 おされた のであります。 


ドイツ人が 二， 

我が 日本は、 盟友 ドイツ、 イタ リヤと 誓 ひを 固く して、 化界 の大國 アメリカ、 
イギリス など 十 餘ケ國 を 向か ふに まは して、 國を あげてた たかつ てを ります 〇國 
民の 一人と して、 童話作家 である 私の 血 も、 たぎり にた ぎらない わけには いきま 
せん 〇 いつ、 なんどきでも、 ペンを すてて、 さあ 來 いと、 銃を とつて 出て 征く覺 
悟 も できて をり ます 0 

この 日本 初つ てな 來の 一大 國 難に 際して、 おは 後世に のこる 童話を、 今い うい 
うと！！！ 日 かう とは 思 ひません。 敵 國ホ英 をが ちた ふす に 何ら かわ 力と なる 童話を 巧 
巧 一ん に 書く だけの 努力を つ r けて をり ます。 

この 「ドイツ人 形」 は、 このほど やう やく できあが つた、 皇紀 二 千 六な 年 奉祝 
日獨 親善 童話と して 書いた ものです。 幸に こ、 に御刊 巧く ださつた 鶴 書房 御ち 人 
に ありがたく 感謝いた します 

昭和 十よ 年 十月 
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(ひらがな 長篇 童話) 


を わ もしろ < きいて ある お 巧價 一 八 〇 
よみもの。 送 巧、 二〇 
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本書は 橫媒 的に それを おつ 
た。 二を 則の 肆 巧は 蔽 あの 
香 鳥き ものである。 


ニニ 四 頁 
を 價】 一、 〇〇 
を 巧 、二 〇 


巧 岡 花モ著 川 島は るよ 裝帖 巧畫 

たんぽぽの 目 

(ひらがな 童話 集) 


をい 子のを 街の 巧し さ、 日 
巧を 巧から 拾った お 話、 二 
ミ 巧 年に たのしま わ、 そし 
て わ 巧さん 方に もせ ホ よん 
でいた 一-きた いも 思 ふ。 
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し、 それに 配す るに 二を 刷 
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る ものである。 を 巧 二 〇 
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